
第
五
節

交
通
と
宿
場

1 

交
通
路
の
拡
充
と
宿
駅
制

西
国
街
道

と
地
方
道

織
豊
政
権
の
も
と
で
は
、

そ
れ
ま
で
各
地
に
あ
っ
た
関
所
が
撤
廃
さ
れ
、
重
要
な
道
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ
る

な
ど
交
通
路
の
拡
充
が
関
ら
れ
た
。
関
ケ
原
戦
以
後
、
江
戸
幕
府
も
、
東
海
道
や
中
山
道
を
中
心
に
、
御
用
倍

馬
制
度
の
整
備
を
進
め
始
め
た
が
、
慶
長
期
の
市
域
を
含
む
摂
津
の
様
子
は
、
慶
長
十
一
年
（

ムハ
O
六
）
十
一
一
月
片
桐
且
元
が

触
れ
出
し
た
「
摂
州
之
内
駄
賃
馬
荷
開
之
所
」
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
触
れ
の
要
点
は
、
部
閏
街
道
沿
道
諸
村
で
荷
物

の
駄
賃
稼
ぎ
を
営
む
者
が
増
加
し
、
継
立
て
に
混
乱
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
荷
物
付
替
の
場
所
を
、
京

伏
見
か
ら
小
浜
ま
で
の
う
ち
で
は
山
崎
・
郡
山
・
小
浜
の
一
一
一
カ
所
に
限
定
し
、
さ
ら
に
尼
崎
・
間
宮
・
兵
庫
・
生
瀬
・
有
馬
で

の
継
立
て
は
従
来
ど
お
り
と
指
定
し
て
、
摂
津
国
内
の
「
駄
賃
馬
荷
附
之
所
」
を
、
旅
行
者
の
便
宜
を
は
か
つ
て
こ
の
八
カ
所

に
閤
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
幕
府
の
御
用
倍
馬
所
と
し
て
の
指
定
で
は
な
い
が
、
市
域
の
摂
津
側
で
は
兵
庫
と
有
馬
（
湯
山
）
が
、
荷
物
継
立
て
所

と
し
て
は
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
海
陸
交
通
の
要
衝
に
あ
る
町
場
と
し
て
活
動
し
て
い
た
兵
庫
と
、
京
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・
大
坂
に
近
い
漉
泉
地
と
し
て
人
々
の
往
来
が
絶
え
ず
、
播
磨
や
丹
波
へ
の
通
路
で
も
あ
っ
た
有
馬
と
の
、
当
時
の
交
通
上
に

し
め
る
地
伎
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
市
域
の
交
通
路
を
慶
長
期
の
悶
絵
図
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
摂
津
側
で
は
主
街
道
が
二
筋
通
っ
て
い
る
。

一
一
筋
は
山
崎
・
郡
山
・
小
浜
を
通
る
四
国
街
道
が
、
山
寄
り
に
生
轍
・
船
坂
・
山
口
・
中
（
有
野
）
・
附
物
を
経
て
播
擦
の
淡
河

か
ら

へ
向
か
っ
て
お
り
、
他
の
一
筋
は
尼
崎
・
西
宮
か
ら
、
浜
寄
り
に
田
中
・
味
泥
・
神
戸
・
東
須
磨
・
悶
須
磨
を
通
っ

て
播
藤
明
石
へ
通
じ
て
い
る
。
当
時
、
京
も
し
く
は
大
坂
か
ら
酋
霞
へ
通
ず
る
の
に
こ
の
山
寄
り
・
浜
寄
り
の
こ
筋
の
主
街
道

が
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
市
域
を
通
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
摂
津
田
絵
図
は
慶
長
十
年
作
成
と
み
ら
れ
、
神
戸
か
ら
須
磨

へ
の
街
道
は
兵
庫
の
町
な
か
を
通
ら
ず
直
行
し
て
い
て
、
な
お
こ
の
時
に
は
前
代
か
ら
の
道
筋
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
す
で
に
兵
庫
で
人
馬
の
継
立
て
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
実
際
の
交
通
最
は
兵
庫
へ
、
迂
回
す
る
場
合
が

多
く
、

の
ち
兵
庫
が
街
道
の
継
ぎ
場
と
な
っ
て
か
ら
は
迂
田
路
の
方
が
本
街
道
と
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
閤
絵
闘
で
は
、
前
記
一
一
筋
の
主
街
道
の
ほ
か
に
も
、
道
路
稲
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
多
く
は
現
在
で
も

主
要
な
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
す
で
に
基
本
的
な
道
路
網
は
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ

交通と宿場

ろ
う
（
図
ロ
）
。
す
な
わ
ち
、
西
摂
北
部
で
は
、
山
口
村
か
ら
道
場
を
経
て
、

一
つ
は

聞
か
ら
丹
波
へ
の
道
、
も
う
一
つ
は
下

村
・
上
村
（
長
尾
町
）
か
ら
赤
松
峠
越
え
の
道
、
ま
た
山
口
村
か
ら
逆
に
南
下
し
て
、
唐
植
、
谷
上
・
街
原
（
山
田
町
）
を
経
て
播

磨
三
木
へ
越
え
る
道
、
中
村
・
小
名
問
（
人
多
町
）
を
貫
く
道
、
そ
れ
に
船
坂
か
ら
木
街
道
を
分
か
れ
湯
山
（
有
馬
）
・
柳
谷
を
経
て

第五節

一
一
一
本
松
の
付
近
で
再
び
衛
道
に
合
流
す
る
道
、
南
部
で
は
、
走
水
か
ら
上
谷
上
へ
出
る
道
（
再
度
越
）
、

兵
庫
か
ら
は
、
下
谷
上

へ
至
る
天
王
谷
越
、
小
部
土
地
守
す
る
烏
原
越
、
監
那
へ
出
る
鵜
越
の
一
一
一
道
筋
、
そ
し
て
、
監
那
か
ら
は
北
へ
中
村
（
山
田
町
）
を
経

廿一1
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て
淡
河
へ
一
だ
る
大
江
谷
越
と
小
河
を
経
て
嬬
磨
一
一
一
木
へ
向
か
う
一
一
一
木
越
の
道
、
さ
ら
に
蓮
池
（
間
代
村
）
か
ら
事
・
白
川
を
経
て

伊
川
谷
へ
抜
け
る
井
山
寺
（
太
山
寺
）
越
、
例
制
一
磨
か
ら
多
井
畑
を
経
て
揺
膝
下
畑
へ
通
ず
る
多
弁
畑
越
の
各
道
で
あ
る
。

一
方
、
矯
際
側
で
は
、
山
寄
り
の
主
街
道
沿
い
に
淡
河
町
が
稿
場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
浜
寄
り
の
西
国
街
道
は
垂
水

・
山
田
・
大
蔵
谷
を
通
っ
て
西
に
延
び
、
こ
の
街
道
の
北
側
に
広
が
る
明
石
郡
一
帯
は
谷
沿
い
に
道
路
が
通
じ
て
い
て
、
摂
津

と
悶
様
に
基
本
的
な
道
路
網
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
塩
屋
谷
川
の
旗
監
J
下
畑
道
、
福
田
川
の
垂
水
J
奥
畑
（
名
谷
）
か
ら
伊

川
谷
の
布
施
畑
へ
通
ず
る
道
、
伊
川
谷
で
は
出
井
J
池
上
J
太
山
中
守
J
布
施
畑
に
至
る
道
、
橋
谷
で
は
新
方
J
菅
野
J
長
谷
J

寺
谷
と
谷
を
北
上
し
、
押
部
谷
の
木
津
へ
通
ず
る
道
、
明
石
川
で
は
左
岸
を
芝
崎
・
養
悶
・
性
海
寺
に
至
る
道
と
、
右
山
揮
を
上

浮
橋
か
ら
細
m
J押
部
J
木
津
に
五
る
道
、
そ
し
て
上
津
橋
か
ら
下
中
村
・
神
出
を
経
て

へ
出
る
三
木
街
道
な
ど
で
あ
る
。

宿
駅
制
の

確
立

大
坂
周
辺
の
大
名
配
置
が
確
立
し
た
後
の
元
和
一
一
一
年
（
二
ハ
一
七
）
、

吋
伊
丹
市
史
』
（
第
二
巻
）
に
よ
る
と
、
伊
丹

を
訪
れ
た
幕
府
巡
見
使
村
上
三
右
衛
門
は
、
伊
丹
を
御
用
継
立
て
の
駅
所
と
定
め
、
御
定
賃
銭
を
は
じ
め
御
用

人
足
ニ
五
人
・
御
用
馬
二
五
匹
と
指
定
す
る
と
と
も
に
、
御
用
馬
の
飼
料
助
成
の
た
め
、
近
郷
で
の
質
運
送
稼
ぎ
の
特
権
を
与

え
た
と
い
う
。
伊
丹
の
場
合
は
摂
津
近
辺
で
も
早
い
時
期
の
例
で
、
以
後
こ
う
し
た
御
用
継
立
て
の
駅
所
指
定
は
、
次
第
に
主

要
な
街
道
沿
い
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

荷
継
ぎ
場
で
あ
っ
た
兵
庫
が
、
御
用
継
立
て
の
駅
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
兵
庫
津
を
領
し
た
尼
崎

藩
が
、
覚
、
氷
十

（
一
六
三
五
）
兵
庫
津
に
宛
て
た
触
れ
書
に
は
、
と
く
に
宿
駅
に
関
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
す

く
な
く
と
も
こ
の
時
公
的
に
御
用
継
立
て
の
駅
所
と
し
て
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
は
、

ω御
伝
馬
な
ら
び
に
駄
賃
荷
物
は
一
駄
に
付
き
四

O
貫
目
と
す
る
、
∞
運
送
貨
は
馬
の
場
合
一
患
に
付
き
一
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六
文
、
人
足
は
八
文
と
し
、
同
定
め
以
外
の
増
銭
を
禁
止
す
る
、
違
反
の
場
合
は
牢
舎
・
過
料
に
処
す
る
、
判
夜
間
通
行
は
朱

印
状
な
ど
に
よ
る
御
用
継
立
て
を
除
き
停
止
し
、
同
w駄
賃
閥
均
不
足
の
と
き
は
在
々
の
村
か
ら
一
履
っ
て
渋
滞
し
な
い
よ
う
に
取
り

た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

計
ら
う
、
例
木
質
描
の
薪
賃
は
人
四
文
・
馬
八
文
と
す
る
な
ど
で
あ
り
、
覚
、
氷
二
年
幕
府
が
各
地
の
宿
駅
に
対
し
て
触
れ
出
し

こ
の
寛
永
十
二
年
は
大
名
の
参
勤
交
代
が
定
め
ら
れ
た
年
で
、
同
年
の
武
家
諸
法
度
に
も
、
道
路
・
駅
馬
の
断
絶
、
往
還
の

渋
滞
を
、
大
名
の
責
任
と
し
て
戒
め
て
い
る
か
ら
、
こ
の
触
れ
は
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
以
後

尼
崎
藩
も
駅
一
併
の
助
成
に
配
慮
し
、

（
一
七
一
入
）
に
は
御
用
院
内
に
対
し
て
米
一
五
俵
、
馬
年
寄
に
は
米
五
俵
を
与
え

の
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
る
。

る
こ
と
に
し
、
な
お
人
館
内
不
足
の
時
は
近
在
の
藩
領
村
々
か
ら
の
召
集
に
便
宜
を
与
え
た
り
、
御
用
馬
の
補
充
に
は
資
金
援
助

兵
路
津
で
駅
所
維
持
の
責
任
を
負
っ
た
の
は
悶
方
に
属
す
る
町
々
で
あ
る
。
前
期
の
御
用
人
馬
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
文

交i盈と宿場第五節

九
年
（
一
六
六
九
）
と
み
ら
れ
る

兵員Z駅馬｛詰［所位置関

尼
崎
藩
の
記
録
に
「
定
馬
六
拾

疋
ノ
内

一
一
馬
五
捻
壱
疋

庫
津
」
と
し
て
「
一
ニ
拾
六
疋
兵

庫
津

拾
五
疋
上
部
村
」
と
そ

図 13

の
内
訳
に
記
さ
れ
て
い
る
。
藩

と
し
て
は
伝
馬
六

O
四
を
常
備

1立近隆史編班
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兵庫宿本陣井筒屋（衣笠又兵衛）平濁図

1笥

図 14

し
た
い
が
、
実
際
に
は
一
一
一
六
回
し
か
な
く
、
神
戸
村
か
ら
一
五
回
は
補
充
で
き
る
と
い
う
状
況
な
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

後
の
記
録
で
は
御
用
人
足
一
一
五
人
・
馬
ニ
五
匹
と
な
っ
て
い
る
。
人
馬
を
縦
ぎ
立
て
る
馬
借
所
は
逆
瀬
川
町
に
誼
か
れ
、
そ
の

て
、
俗
に
旅
館
町
と
も
よ
ば
れ
、
卒
保
期
に
本
陣
五
軒
・
旅
寵
屋
一
一
一

実
務
に
は
馬
年
寄
が
あ
た
っ
た
。
本
陣
井
荷
屋
文
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
旅
宿
は
神
明
町
か
ら
小
広
町
に
か
け
て
集
中
し
て
い

軒
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
は
旅
龍
底
近
一
軒
・
荷

人
宿
六
七
軒
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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こ
う
し
て
設
定
さ
れ
て
き
た
江
戸
幕
府
の
駅
制
の
特
徴
は
、
川
w朱
印
状
な
ど
に
よ
る
幕
府
公
用
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、

世：近

駅
所
に
一
定
の
人
馬
の
確
保
を
義
務
付
け
、
さ
ら
に

ω一
般
の
通
行
安
定
を
図
る
た
め
逓
送
の
駄
賃
や
木
震
を
公
定
し
た
こ
と

特
権
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
あ
り
、
例
駅
所
に
対
し
て
は
御
用
人
潟
維
持
の
責
任
に
対
す
る
補
償
と
し
て
必
要
な
助
成
や
、
近
隣
地
で
の
運
送
設
稼
、
ぎ
の

歴史編現

そ
し
て
以
後
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
生
瀬
駅
J
西
宮
駅
間
の
新
政
通
路
を
差
し
止
め
よ
う
と
し
た
小
浜
駅
と
両
駅
の
争

交通と宿場第五節

論
や
、
寛
文
十
二
年
の
湯
山
J
御
影
開
の
六
甲
越
え
新
通
路
で
の
賛
運
送
を
差

敦盛塚前風景（勺忍熔名所巡覧図会J)

し
止
め
た
生
瀬
・
小
浜
な
ど
五
駅
と
湯
山
の
争
論
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

経
済
の
進
展
や
新
道
路
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
し
い
輪
送
通
路
や
業
者
が

発
生
す
る
と
、
そ
の
つ
ど
周
辺
の
賃
運
送
に
対
す
る
特
擦
を
も
っ
訳
所
か
ら
の

差
止
め
を
求
め
る
訴
訟
が
繰
り
返
さ
れ
、
自
分
荷
物
の
運
搬
を
除
い
て
は
、

し

だ
い
に
「
御
用
継
立
て
の
宿
駅
L

に
よ
る
駅
間
行
路
輸
送
だ
け
が
、
荷
物
や
旅
行

の
賃
運
送
可
能
な
業
者
と
通
路
と
し
て
間
定
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
一
万
禄
J
正
徳
期
に
い
わ
ば
公
認
の
継
立
て
駅
と
し

て
確
立
さ
れ
て
き
た
市
域
内
の
訳
所
に
は
、
西
国
往
還
の
兵
庫
、

の
ち
湯
山
持

写真 47

道
と
も
呼
ば
れ
た
道
沿
い
の
湯
山
、
淡
河
、

間
金
地
の
誤
丹
播
へ
の
通
路
に

あ
た
る
道
場
川
原
の
四
釈
が
あ
る
Q

（
自
民
間
M
Y

兵
庫
か
ら
の
隣
駅
は
、
商
へ
大
蔵
谷
（
明
石
）
駅
ま
で
五
恩
（
約
一
一

0
キ
ロ
メ

i

r97 



ト
ル
）
、
東
へ
西
宮
駅
ま
で
五
里
あ
り
、
や
や
区
間
が
長
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
途
中
で
休
憩
す
る
必
要
も
起
こ
っ
て
く
る
。

mm

石
と
の
開
で
は
一
ノ
谷
須
磨
辺
、
西
宮
と
の
闘
で
は
住
土
口
村
辺
が
休
憩
所
と
な
っ
て
い
た
。

一
ノ
谷
辺
は
海
岸
沿
い
で
景
色
も

し
よ
ノ
＼
、

シ
i
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
紀
行
で
は
、
有
名
な
そ
ば
屋
が
あ
っ
て
、
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
元
気
を
つ
け
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
敦
盛
塚
の
側
に
あ
っ
た
そ
ば
屋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
住
吉
辺
で
は
住
吉
神
社
の
横
に
戎
屋
と
い
う
茶
屋
が
あ
っ
て
、

大
名
行
列
も
休
憩
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
道
場
川
原
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
時
期
は
下
る
が
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
の
村
絵
図
（
口
絵
7
）
に
よ
っ
て
そ
の
景
観

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
街
道
筋
は
、
東
の
日
下
部
村
か
ら
鍵
形
に
右
に
出
り
、
道
場
川
原
村
内
は
、

ほ
ぼ
一
直
線
に
進
み
、

そ
の
両
側
に
は
民
家
が
軒
を
並
べ
、
間
の
塩
田
村
へ
は
有
野
川
の
段
防
の
所
で
、
両
側
に
石
臨
組
を
も
っ
出
入
口
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
有
野
川
に
か
か
る
橋
は
、
塩
関
村
内
に
あ
る
が
、
大
名
通
行
の
時
は
道
場
川
原
村
の
負
担
で
か
け
、
巡
見

使
通
行
の
時
は
塩
田
村
よ
り
も
助
力
し
た
と
あ
る
。

ま
た
、
橋
番
人
一

O
人
ず
つ
の
組
を
つ
く
り
、
道
場
川
原
村
か
ら
出
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

村
内
に
有
野
川
の
支
流
が
一
ニ
筋
あ
り
、
そ
の
支
流
に
は
石
橋
が
か
け
ら
れ
、
村
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
馬
借
高
札
場
と
番
屋
が
向

い
合
ぜ
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
番
屋
の
機
能
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
宿
駅
と
し
て
、
人
馬
の
継
立
て
を
行
っ
た
関
屋

場
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

奥
畑
・
妙
法
寺
再

村
の
通
行
争
論

往
還
以
外
に
も
各
村
々
の
経
済
環
境
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
度
の
高
い
道
路
が
生
じ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。
江
戸
時
代
前
期
に
起
こ
っ
た
奥
畑
・
妙
法
寺
両
村
の
通
行
争
論
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

奥
畑
村
は
矯
際
国
明
石
郡
に
あ
っ
て
明
布
藩
に
揺
し
、

一
方
妙
法
寺
村
は
摂
津
間
入
部
郡
に
あ
っ
て
幕
府
領
で
代
官
所
に
屈
し
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て
い
た
が
、
そ
の
位
置
は
双
方
と
も
摂
播
国
境
の
山
地
寄
り
隣
村
ど
う
し
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
摂
津
側
に

約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
兵
庫
津
が
あ
り
、
奥
畑
村
氏
に
と
っ
て
は
柴
・
薪
な
ど
の
稼
ぎ
先
と
し
て
重
要
で
、
妙
法
寺
村

を
経
る
通
路
は
必
要
な
経
済
道
路
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

争
論
の
発
端
は
、
寛
文
七
年
妙
法
寺
村
が
爽
畑
村
の
荷
物
輸
送
を
、
耕
作
の
妨
げ
と
し
て
差
し
止
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
は
明
石
藩
郡
奉
行
の
指
示
も
あ
っ
て
、
通
行
を
申
し
入
れ
て
済
ま
し
て
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
苓
保
十
年
再
び
荷
物
差

止
め
事
件
が
起
こ
っ
て
、
今
度
は
奥
畑
村
が
大
坂
町
奉
行
所
に
提
訴
し
、
通
行
の
確
保
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
道

が
っ
天
下
の
道
」
か
、

っ
銘
々
持
地
の
耕
作
道
い
か
で
、
以
後
宝
暦
一
一
一
年
（

七
五
三
）
ま
で
一

五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
断
続

的
で
は
あ
っ
た
が
道
路
の
性
格
な
め
ぐ
る
争
論
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
妙
法
寺
・
爽
畑
間
の
道
は
、
も
ち
ろ
ん
元
禄
期
の
国
絵

図
に
も
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
も
し
絵
期
間
に
あ
る
滋
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
奥
畑
か
ら
は
垂
水
を
経

て
西
国
往
還
へ
と
迂
回
す
る
し
か
な
く
、
か
な
り
の
遠
回
り
と
な
る
。

こ
の
時
間
題
に
な
っ
た
道
は
、
落
合
通
り
と
過
称
さ
れ
て
い
る
道
で
、
妙
法
寺
村
で
は
こ
れ
は
耕
作
道
で
、
井
堰
堤
が
措
み

演
さ
れ
、
耕
作
の
障
害
に
な
る
と
反
論
し
た
。
奉
行
所
で
は
、
摂
津
側
ニ
カ
村
・
播
磨
側
二
カ
村
の
庄
震
か
ら
、
道
は
た
し
か

に
存
在
し
て
い
る
が
、
牛
潟
は
も
ち
ろ
ん
人
の
交
差
に
も
難
儀
す
る
よ
う
な
道
で
、
奥
畑
村
が
兵
路
へ
の
諮
商
売
に
利
用
し
て

交通と宿場

い
る
か
ど
う
か
は
承
知
し
て
い
な
い
と
い
う
証
言
を
得
て
、
公
道
と
は
認
め
が
た
い
と
判
断
し
、
相
対
で
了
解
を
得
た
場
合
は

格
別
と
し
な
が
ら
も
奥
畑
村
の
通
行
を
差
し
止
め
た
。

第五節

奥
畑
村
で
は
、

相
対
は
格
別
と
い
う
裁
許
の
手
掛
か
り
か
ら
、

そ
の
後
も
交
渉
を
試
み
た
と
い
う
。

し
か
し
、
交
渉
は

向
に
進
展
せ
ず
、

こ
の
時
は
現
地
の
検
分
ま
で
受
け
た
が
、

一
苅
文
四
年

つ
い
に
奥
畑
村
は
享
保
十
五
年
一
丹
願
に
ふ
み
き
り
、
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（
一
七
一
一
一
九
）
の
裁
許
で
も
先
の
結
果
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
奥
畑
村
は
や
や
不
便
な
が
ら
妙
法
寺
へ
出
る
別
の
道
と
し
て
竜

花
谷
乗
り
越
え
通
り
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
道
も
妙
法
寺

村
を
通
行
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
宝
謄
一
万
年
冬
、
ま
た
ま
た
荷
物
差

止
め
の
問
題
が
起
こ
っ
て
、
翌
二
年
奥
畑
村
は
提
訴
し
、
一
一
一
た
び
道
路
争
論

と
な
っ
た
。

奥
畑
村
は
、
村
か
ら
通
ず
る
混
と
し
て
、
同
明
石
へ
の
垂
水
村
を
通
っ
て

往
還
へ
出
る
道
、

ω須
磨
浦
へ
の
山
越
え
の
道
、
例
兵
庫
へ
の
妙
法
寺
村
を

経
て
西
代
村
蓮
池
で
往
還
へ
出
る
道
（
妙
法
寺
村
へ
出
る
の
に
は
落
合
通
り
と
竜

花
谷
乗
り
越
え
返
り
の
ニ
筋
あ
る
が
、
今
回
は
と
く
に
竜
花
谷
通
り
）
が
あ
り
、

を
主
張
し
た
。

「
兵
庫
洋
惣
じ
て
上
方
へ
の
出
道
今
更
不
通
に
成
り
候
て
は
袋
の
口
し
め
候
様
な
る
も
の
に
て
村
中
一
向
相
立

ず
れ
も
「
道
筋
無
年
賀
に
て
御
立
控
批
界
の
道
に
御
陵
候
」
と
し
て
、
通
行

に
義
経
が
斡
越
か
ら

ち
難
く
」
と
い
う
わ
け
で
、
奥
畑
村
は
、
こ
の
道
は
往
古
兵
庫
築
島
の
時
土
砂
止
め
の
木
柴
を
運
ん
だ
道
で
あ
り
、
芳
、
氷
の
戦

ノ
谷
へ
越
え
た
道
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
一
証
拠
に
は
村
内
に
庄
司
家
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
佐
藤
正
司
重
縁

の
者
で
今
に
庄
司
を
称
し
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
寛
文
十
年
の
摂
播
山
論
の
際
の
絵
図
に
も
記
さ
れ
て
い
る
い
わ
ば
公
選
で
あ

った。
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
宝
暦
一
一
一
年
四
月
の
裁
許
で
、
竜
花
谷
乗
り
越
え
通
り
の
荷
物
運
送
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
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往
還
以
外
の
こ
う
し
た
村
の
道
は
、
道
路
の
性
格
と
は
加
に
そ
れ
ぞ
れ
の
村
が
修
復
な
ど
を
行
っ
て
総
持
し
て
い
た
か
ら
、

経
済
環
境
な
ど
の
変
化
で
、
通
行
設
が
増
大
し
、
道
路
や
道
沿
い
の
井
潜
の
維
持
費
が
か
さ
む
よ
う
に
な
る
と
、
通
行
を
め
ぐ

る
争
論
は
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。
新
し
く
興
っ
た
水
車
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
原
料
や
製
品
な
ど
の
輪
送
、
が
増
大
し
た
水
革
新
郎

と
、
河
原
村
な
ど
通
略
、
沿
線
の
村
々
と
の
関
の
争
論
も
そ
の
例
で
あ
る
。
寛
保
元
年
（
一
七
回
一
）
の
裁
許
で
は
、
水
車
新
田
側

に
、
沿
道
の
井
溝
修
復
貨
を
分
担
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

ま
た
、
水
準
業
荷
物
や
一
般
荷
の
運
送
通
路
を
め
ぐ
る
生
関
村
と

兵
庫
と
の
争
論
で
は
、
一
万
文
ニ
年
兵
庫
側
が

の
和
解
A
誌
を
支
払
う
こ
と
で
錠
訴
を
取
り
下
げ
解
決
し
て
い
る
。

2 

湯

山

と

淡

河

有
馬
氏
と

湯
山

関
ケ
原
の
合
戦
で
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、
慶
長
五
年
（
二
ハ
O
O）
十
月
十
五
日
に
池
田
輝
政
に
播
熔
一
国
五

ニ
万
石
を
与
え
、
姫
路
城
に
配
し
た
。
こ
の
た
め
、
淡
河
城
の
有
馬
則
阪
は
、
間
六
年
一
月
十
八
日
に

一
万
石

こ
n
H
M
M日
公
｝

1

、

t
も
H
M

皇、

f
－

し
か
し
、
加
頼
は
時
七
年
七
月
二
十
八
日
に
死
去
し
た
た
め
、
則
頼
の
領
知
は
嬬

国
に
移
封
さ
れ
た
。

子
の
福
知
山
藩
主
有
馬
豊
氏
に
加
え
ら
れ
た
。
山
一
品
氏
は
、
丹
波
六
万
石
と
摂
津
有
馬
郡
で
ニ
万
石
の
合
計
八
万
石
な
領
有
す
る

交通と宿場

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
苅
和
六
年
（
一
六
一
一
O
）
器
十
二
月
八
日
に
筑
後
久
留
米
一
二
万
石
に
加
増
転
封
さ
れ
た
。

有
馬
氏
時
代
の
湯
山
町
が
ど
の
よ
う
な
支
配
を
受
け
て
い
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
時
期
有
馬

第五節

氏
は
、
慶
長
十
五
年
に
有
馬
郡
内
の
所
領
で
、
同
十
八
年
に
は
丹
波
の
侍
麗
・
天
田
両
部
内
で
も
検
地
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
検
地
に
よ
っ
て
、
五
万
石
の
増
高
を
行
っ
た
。
有
馬
氏
は
、
表
高
八
万
石
、
実
古
川
一
一
ニ
万
石
の
所
領
を
有
す
る
こ
と
に
な
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有馬主差氏flll:状事長

近世初期の湯山田Iの負担表 39

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
湯
山
町
に
お
い
て
も
検
地
が
行
わ
れ
た
。 寛文7年（1667)日選：長15年（1610)

村 i高
'r｛＂貢米

公用米

lllJ 地子

茶年主主

公用銀

河野’箆

御所坊

兵衛

たいなし

銀

五
325.8 

2, 364.08 

27 

(4, 750) 

1 100 

2, 150 

1, 500 

636 

2,304 

24 

4, 750 

42.9 

資料： r上際植林産淡業協同総合文芸？」ほか

銀

匁

計A 
Iこ3

米

石
325.8 

228.06 

42. 9 

そ
れ
は
延
笠
六
年
（
一
六
七
八
）
四
月
に
、
湯
山
町
の
阿
弥
陀
堂
等
が
、
検
地
奉
行
に
対
し
、
秀
吉
時
代
に
寺
領
と
し
て
与
え

匁

米

ら
れ
た
も
の
が
、
有
馬
玄
蕃
頭
の
検
地
（
慶
長
十
五
年
）
の
時
に
も
除
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
検
地
に
お
い

日項

て
も
旧
来
の
よ
う
に
寺
領
と
し
て
認
め
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
有
馬
氏
の
検
地
に
よ
っ
て
、
湯
山
町
が
ど
の
樫
度
増
石
さ
れ
た
の
か
を
寵
接
示
す
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他

の
史
料
か
ら
推
測
し
て
み
よ
う
。
旧
上
唐
植
村
に
残
る
「
摂
津
国
大
絵
鴎
」
裏
書
と
、
湯
山
町
の
年
貢
関
係
史
料
で
最
も
古
い

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
十

月
の
代
官
松
波
五
郎
右
衛
門
の
免
定
を
表
示
し
た
の
が
、
表
叩
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
後
の
っ
た

い
な
し
」
の
所
に
つ
当
郷
検
地
以
前
無
地
高
上
納
銀
の

と
符
議
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
秀
吉
時
代
の
湯
山
町
の
石
高
は
、

五
O
石
で
あ
っ
た
の
で
、
村
高
で
約
一
・
一
一
一
倍
、
七
五
石
八
斗
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
か
ら
、
有
馬
氏
に
よ

る
検
地
の
増
石
分
は
、
こ
の
村
高
の
増
石
分
と
、

っ
た
い
な
し
L

分
の
ふ
ハ

六
匁
の
、
一
一
つ
が
増
石
分
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

幕
府
蔑
轄
領
と

な
っ
た
湯
山
町

一
万
和
六
年
の
有
馬
捜
氏
の
筑
後
久
留
米
へ
の
転
封
後
、

『
有
馬
温
泉
一
一
誌
』
に
よ
れ
ば
、
湯
山
町
は
幕
府
直

轄
領
と
な
り
、
代
官
村
上
孫
左
衛
門
が
支
配
し
た
。
そ
し
て
正
保
郷
帳
と
み
ら
れ
る
「
摂
津
国
郷
根
L

（
慶
安
元
年
）
で
は
、

「
御
料
御
代
官
松
浪
五
郎
右
衛
門

五
石
八
斗
」
と
あ
り
、
松
波
代
官
に
替
わ
っ
て
い
る
。
幕

湯
山

府
領
に
お
い
て
は
、
延
宝
五
年
一
一
一
月
に
巡
見
使
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
、
代
官
の
仕
置
や
村
投
入
の
不
正
、
村
柄
の
調
査
等
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
検
地
条
闘
が
定
め
ら
れ
、
近
隣
諸
大
名
に
検
地
を
担
当
さ
せ
た
お
頁
）
。
そ
の
後
延
宝

七
年
湯
山
は
、
高
視
藩
主
永
井
直
時
に
よ
っ
て
検
地
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
『
有
馬
温
泉
史
料
』
の
延
宝
七
年

交通と宿場

の
官
官
に
、

表
刊
に
示
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

表
内
に
（

）
を
付
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、

延
宝
検
地
当
時

の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
湯
山
町
の
年
貢
関
係
史
料
に
よ
る
と
、
披
役
銀
は
、
元
謙
二
年
（
一
六
八
九
）
か
ら
銀
七

0
・八

一
一
一
匁
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
十
年
か
ら
は
銀
六
六
・
七
五
匁
に
減
額
さ
れ
、
安
政
一
一
一
年
（
一
八
五
六
）
に
石
高
表
示
に
変
更

第五節

さ
れ
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
水
車
運
上
に
つ
い
て
も
、
｛
一
点
踏
十
一
一
年
（
一
七
六
二
）
と
舟
十
五
年
か
ら
各
々
銀。
匁

一
二
匁
ず
つ
上
納
さ
れ
て
い
る
。
表
示
の
銀
高
は
、
上
段
の
分
が
天
明

（
一
七
八
三
）
か
ら
寛
政
元
年
（

七
八
九
）
ま
で
、

世近歴史編蛮203 



延宝検地による湯山町の負担表 40

考

間7 反畝歩
20. 5. 6. 9 

19. 6.25 

5. 2. 27 

13. 4. 7. 7 

3. 8. 15 

宝暦8年より 匁

元禄2年より（銀70.83) 

宝暦12年より（銀10 ) 

宝暦13年より（銀12 ) 

下
段
の
分
が
天
明
四
年
か
ら
党
政
二
年
ま
で
の
期
間
の
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
表
の
水
車
運
上
の
銀
高
は
、
天
明
四
年
か
ら

寛
政
元
年
ま
で
の
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
余
聞
家
文

5,319. 73 

27 

66. 7 

13.3 

14.8 

pi

品、。、
φ
／
ふ
イ

資料：「余町家文：！tJ，風早↑旬綴 r有馬温泉史料」下

に
は
、
こ
の
『
有
馬
祖
泉
史
料
』
に
掲
殺
さ
れ
た
も
の
の
ほ

七、

「
摂
州
有
馬
温
泉
米
康
之
事
」
と
題
す
る
も
の
が
併
せ
て

銀

匁

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
っ
こ
れ
は
天
明
八
年
戊
中
、
御
料

御
巡
見
様
御
通
行
に
付
、
書
付
け
差
上
げ
山
中
し
候
写
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
延
室
検
地
当
時
の
負
担
は
、
本
年
貢
の
ほ
か
に
地
子
米

地
子
銀
・
茶
役
銀
が
あ
っ
た
。
毛
付
高
の
う
ち
、

田
地
が
一
一
一
一
ニ
・

石
327. 181 

302.0612 

99.8452 

195.31 

6.906 

0. 9 

0.8 

一
%
、
畑
地
が
六
回
・
七
%
、
屋
敷
地
が
一
了
一
一
一
%
で
、
畑
地
が

分
の
ニ
を
占
め
て
い
た
。
前
述
の
有
馬
氏
慶
長
検
地
に
比
較
し

て
、
忠
商
は
一
石
一
一
一
斗
八
升
一
合
増
加
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
検
地
を
も
と
に
村
高
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
の
は
、
元
禄

米

石高

毛付高

内［国高
｛畑；弱

訳（屋敷潟

地子米

地子銀

茶役銀

(ill手米）

（護主役銀）

（水率運上）

（グ）

四
年
で
あ
り
、
こ
の
年
の
免
定
で
は
、
村
高
は
一
一
一
一
五
石
九
斗
間
升
に
減
少
し
、
新
国
高
一
ニ
石
六
斗
九
升
七
合
が
加
え
ら
れ
、

日項

合
計
一
一
一
二
八
石
六
斗
一
一
一
升
七
合
と
な
り
、
延
宝
検
地
高
よ
り
若
干
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
延
宝
検
地
の
結
果
は
、
直
ち

に
年
貢
徴
収
の
基
礎
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
延
安
検
地
に
際
し
、
延
宝
六
年
四
月
に
阿
弥
柁
堂
・
諮
問
福
寺
・
権
現
坊
・
念
仏
寺
な
ど
が
、
秀
吉
以
来
寺
領
が

204 告高二主主 近世社会の成立



世！：

ヲ心。
除
地
に
な
っ
て
い
る
由
来
を
申
し
立
て
、
今
期
の
検
地
で
も
除
地
を
認
め
て
ほ
し
い
震
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

近

温
泉
の
繁
袋

」
の
頃
の
湯
山
町
の
状
況
を
知
る
史
料
と
し
て
は
、
宝
永
七
年
（
一
七

O
）
五
月
に
代
官
小
堀
仁
お
衛
門
の

隆史編混

巡
見
の
時
に
提
出
し
た
明
細
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
人
、
女
一

こ
れ
を
表
示
し
た
の
が
、
表
川
町
で
あ
る
。
石
高

の
合
計
は
、
延
宝
検
地
と
同
じ
で
あ
る
。
人
口
は
、
男

八
人
の
合
計
二
六
一
一
一

O
人
で
、
総
家
数
は
約

五
六

O
軒
、
か
ま
ど
数
は
約
八

O
O戸
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
酒
蔵
が
閥
抗
料
あ
り
、
そ
の
う
ち

交通と宿場第五節

し
て
い
る
こ
と
、
公
議
屋
敷

府
二
五

O
石
分
だ
け
が
営
業

石
一
斗
十
本
合
分
、
が
除
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
公
儀
屋
敷
分
が
除
地
と
し
て
、
年
賞
関
係
史
料
か
ら
確
認
で

有馬祖泉ーの湯・二の湯

き
る
の
は
、
元
禄
四
年
の
免
定
か
ら
で
あ
る
。

次
に
温
泉
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
時
代
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
内
湯
は

な
く
、
外
湯
が
一
カ
所
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
前
述
の
天
明
八
年
の
巡
見
の
時
の

写真 50

話若山ll!Jの概況
（宝永7年（1710))

表 41

お
314.484 

12.697 

327. 181 

石［:11!

新民ITi認i

合計

匁
地二子室r~ I 3, 533. 43 
茶年主主 I 21 
薮年貢 I 66. 75 
公用l1!l~良 I 4, s42 
l ｛河野屋I1 031 
内｜｜

イ御所坊I2, 011 
訳 l兵衛I1, soo 
小物成銀合計内， 269.23

人
1, 312 

1, 318 

2, 630 

子
子
計

男

女

合

約 560ij!1

約800戸

総家数

かまど数

（注） ヰ史料記iri1<；思り

資料：「余民家文i!J=J，？有馬混
よ主史料」下
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史
料
に
は
、
「
滋
謹

東
flli 

間
一
一
一
尺
五
寸
、
南
北
間
尺
五
寸
、
深
さ
一
一
一
尺
七
寸
、
但
し
右
の
間
数
の
内
分
切
渡
し
、
一
ノ
湯
・

二
ノ
湯
と
申
し
候
、
湯
屋
敷
南
北
口
い
択
さ
七
問
、
東
西
横
一
一
一
間
L

と
あ
る
。
ま
た
、
延
宝
三
年
五
月
に
版
行
さ
れ
た
『
有
馬
小
鑑
』

ア
」
や
l
h

、

i
t
 
一
の
湯
は
御
所
坊
・
伊
勢
屋
・
中
ノ
坊
な
ど

O
坊、

の
湯
は
池
坊
・
休
所
・
川
崎
屋
な
ど

O
坊
と
、
各
々
の
坊

ヵ：

の
湯
・
一
一
の
湯
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ

O
坊
に
大
湯
女
と
小
湯
女
の
一
一
人
が
配
寵
さ
れ
、
湯
治
客

の
位
話
を
し
た
。
大
湯
女
の
名
は
、
各
坊
で
決
ま
っ
た
名
前
が
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
。
湯
治
客
は
、
こ
れ
ら
の
木
坊
だ
け
で

な
く
、
小
宿
と
呼
ば
れ
、
各
本
坊
に
付
せ
ら
れ
た
宿
舎
に
も
泊
っ
た
。
天
和
一
一
一
年
（
一
六
八
一
一
一
）
の
『
迎
湯
有
馬
名
所
鑑
』
に
、

本
坊
と
小
宿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
一
二
五
軒
の
小
宿
が
あ
り
、
各
本
坊
に

軒
近
く
の
割
に
な
る
が
、
御
所
坊
・
大
黒
屋

は
小
宿
が
な
く
、

一
番
小
宿
の
数
が
多
い
の
は
中
ノ
坊
で
六
軒
の
小
宿
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
先
の
『
有
馬
小
鑑
』
に
は

「
遅
く
あ
が
る
も
の
あ
れ
ば
、
大
湯
女
・
小
ゆ
な
手
毎
に
棒
を
も
ち
て
、
あ
が
れ
／
＼
と
の
の
し
れ
ば
、
湯
読
よ
り
あ
わ
た
だ

し
く
逃
げ
出
る
も
、
中
々
輿
あ
る
事
な
り
」
と
あ
り
、
湯
謹
が
一
カ
所
し
か
な
く
、
湯
治
客
が
混
雑
し
て
く
る
と
、
湯
女
た
ち

が
客
を
せ
か
せ
て
あ
が
ら
せ
て
い
る
様
子
を
興
趣
あ
る
こ
と
だ
と
記
し
て
い
る
。
現
在
の
入
湯
と
は
大
変
異
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

馬
借
町
と
し

て
の
湯
山
町

湯
山
は
ま
た
慶
長
十
一
年
十
一
一
月
に
片
桐
旦
元
の
「
摂
州
之
内
駄
賃
馬
荷
附
之
所
」
に
関
す
る
触
に
も
み
え
、

そ
れ
以
前
か
ら
駄
賃
稼
ぎ
の
行
わ
れ
て
い
た
駅
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
延
宝
検
地
の
時
の
史
料
に
も
「
町
出

し
潟
借
所
」
と
あ
り
、
湯
山
町
は
荷
物
の
継
立
所
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

党
文
十
二
年
に
湯
山
町
は
、
江
戸
域
本
丸
普
請
の
石
材
を
運
送
す
る
た
め
に
、
六
甲
越
灘
住
吉
村
へ
の
古
道
を
修
復
し
た
。

そ
し
て
、
従
来
小
浜
町
を
経
て
神
崎
浜
か
ら
大
坂
へ
年
賞
米
を
輪
送
し
て
い
た
の
を
、
倉
敷
料
や
火
米
等
の
費
用
が
か
か
る
の

206 第二主主近世社会の成立



交通とお場

(i手UI.：文）湯illからの駄賃一覧（支永4年（1707))表 42

人足賃

85 

144 

43 
有
馬
温
泉
は
、 で

、
こ
の
六
甲
越
道
を
能
っ
て
住
吉
浜
か
ら
年
賀
一
米
の
輸
送
を
行
い
た
い
出
向
を
願
い
出
て
い
る
。

世

駄主主（ 1駄につき） I予定掛荷又は荷なし

117 

191 

53 

170 

290 

84 

こ
れ
に
対
し
、
湯
山
周
辺
の
駅
所
で
あ
る
生
瀬
村
・
小
浜
町
・
小
屋
之
庄
・
伊
丹
町
・
商
宮
町
の

近

小浜

兵庫

道場川原

五
カ
所
の
駅
所
か
ら
合
同
で
、
こ
の
湯
山
町
の
六
甲
越
道
の
使
用
を
停
止
す
る
よ
う
に
と
い
う
訴

E霊史編張

先fヲ

え
が
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
訴
状
に
よ
れ
ば
、
浜
御
影
村
に
新
問
屋
を
決
め
、
湯

山
と
浜
御
影
村
と
の
間
で
人
や
荷
物
を
牛
を
使
っ
て
運
送
し
て
い
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
湯
山
↓

文
人
の
有
馬

温
泉
入
湯
記

'I勾綴.，釘ι馬/ffil.fll!'.l:.料a下

浜
御
影
村
↓
大
坂
と
い
う
新
し
い
輪
送
ル
ー
ト
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
前
記
の
五
カ

所
の
駅
所
で
は
、
規
定
通
り
五

O
人
・
五

O
限
の
御
役
も
勤
め
て
い
る
の
で
、
湯
山
の
新
ル
i
ト

の
差
止
め
を
求
め
て
訴
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
生
瀬
村
な
ど
五
カ
所
の
駅
所
の
訴
え
が
認
め

ら
れ
、
駅
所
と
し
て
の
公
的
な
輪
送
は
禁
止
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
商
人
や
湯
治
客
の
往
来
に
は
、

こ
れ
以
後
も
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

資料：瓜早

ま
た
、
宏
、
氷
四
年
六
月
に
駄
貨
が
一
一
割
増
と
な
り
、
湯
山
か
ら
小
浜
・
兵
庫
・
道
場
川
原
ま

で
の
駄
賃
や
人
足
貨
が
改
定
さ
れ
て
い
る
（
表
台
。
こ
の
よ
う
に
、
湯
山
は
、
温
泉
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
駅
所
と
し
て
重
要
な
役
割
合
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
有
馬
混
泉
に
関
す
る
地
誌
・
紀
行
文
が
数
多
く
作
成
さ
れ
て
い
る
。
近
世
期
に
著
述
さ

に
日
本
一
の
温
泉
で
あ
る
と
礼
賛
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
の
注
目
を
引
く
場
所
で

第五節

れ
た
有
潟
槌
泉
に
関
す
る
主
要
な
書
物
を
示
す
と
、
安
門
刊
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
注
目
さ
れ
る
書
物
に
つ
い
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ま
ず
、
服
者
・
医
師
な
ど
の
文
人
が
、
有
馬
入
湯
の
時
に
著
作
し
た
も
の
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

元
利
七
年
四
月
二
十
五
日
に
徳
川
家
肢
の
侍
儒
で
幕
府
の
政
策
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
林
羅
山
は
、
紀
伊
・
大
坂
を
巡
覧
し

た
後
、
尼
崎
に
泊
り
、
小
浜
・
生
搬
を
総
て
有
馬
に

し、

こ
の
湯
治
の
時
に
著
し
た
の
が
、
吋
扶
州
有
馬
泊
湯
記
お
で
あ
る
。

「
我
が
悶
の
諸
州
に
多
く
祖
泉
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
者
は
、
摂
津
の
有
馬
、
上
野
の
草
津
、
飛
騨
の
湯
島
、
こ
の
一
一
一
所
L

と、

有
馬
拠
泉
が
日
本
一
一
一
名
湯
の
一
つ
で
あ
る
と
書
き
出
し
、
有
馬
龍
泉
の
様
子
を
漢
文
体
で
記
し
、
有
馬
の
名
所
の
薬
師
堂
・
鼓

滝
な
ど
を
詠
ん
だ
詩
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
覚
、
氷
四
年
（
一
六
二
七
）
九
月
に
尾
張
藩
医
掘
正
志
が
、
有
馬
に
湯
治
に
来
て
、
一
一
一
日
早
く
湯
治
に
来
て
い
た
成
瀬
正

虎
と
と
も
に
食
事
を
し
、
入
湯
し
た
と
い
う
。
こ
の
成
瀬
正
虎
は
、
父
正
成
と
と
も
に
、
門
家
康
の
命
に
よ
り
尾
張
徳
川
義
直
に

版本等（1)

総
附 ヨ号

幕府｛識者

尾張藩医

安芸務医

）究文8年12
大坂天満

有馬

深草仏国寺関山

大坂高津の人「有馬私雨Jの改阪
大坂伊勢屋山右衛門閥j仮

「迎湯有馬名所鍛」の第1・2をまとめる
有馬谷之lllJ

！必元堂版

大和安楽寺

奥惑に宝永3年寄付

点本初年の菊歴五郎兵衛の復刻

茨城多左衛門版
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第五Ori 交通と翁場

表 43 有馬温泉関係の写本・

表 題 ff' 者 成立年代 種別

ヰま馬縁起（湯ノ 1-Li由緒記） 善福王子大活京港 慶長 4(1599年） 地誌

温泉湯治養生記 ：奥之坊・伊勢屋 慶長10(1605) 寝主主宇

摂チM有馬温湯言己（有馬混湯記） 林羅山（道春） 元和 7(1621) 紀行

摂ナM1子馬滋泉言己（有馬視湯記） 期五百ま 寛永 4(1627) 紀行

有馬湯治日記 午2忠親王 正保 3(1646）他 紀行

（摂津川り有馬地志 黒川送抜 寛文 4(1664) 地誌

j民泉遊草（j/ffi.泉紀行） 主主山元政 寛文 5(1665) 紀行

源泉遊主主（温泉蒋遊） 草ill元政 覚文 7(1667) 

絵入；；｛＇］潟i幻名所記（有馬私雨） ；平子政長 党文12(1672) I i也誌
師 一 i延宝 3(1675) 

ヰ"ij.(1~1J、銭i めいよ楼三郎 延宝 3

I 1紀地鴫行誌予言i泉禅印fl常高1l1lffil泉記（有馬温泉記）高泉性激 延安 5(1677) 

3fl!湯有馬名所鐙（有馬大鑑迎湯抄） 生向蛍行！武 ；延宝 6(1678) 

有馬小鑑抄（新版本馬名所鍛） 有野建次郎右衛門 j天和 3(1683) ；地誌

ヰ:rx苓l幻温泉小鐙 菊屋五郎兵衛 ；貞享 2(1685) ；地誌

摂州ヰ7潟温泉効能 湯 111町 元禄 2(1689) 

摂州、i有潟常議ill温泉寺火後記 月i夜道澄 Ix禄10(16号7)
潟泉紀遊 若渓汝袋 元禄15(1702) ｜地誌

摂列、i本馬山温泉寺縁起絵巻 千種有維

有馬111務相応養生之記 宝永 5(1708）以後；地誌

有潟仏l絵ぽ！ 梶木暮六 宝永 7(1710) 絵E弱
有馬湯1.11記（有馬1-Li温泉記） 貝原主主軒 宝永 8(1711) 地誌

有馬ill斎己行 大宅zt手 正徳 3(1713) 地誌

（主主） 殺別は， •g君主3稔関長重」の分類を基準とした。

資料： r有馬温泉史料~ J二・下， •m1｛警総目録」ほか
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付
け
ら
れ
た
幕
誌
で
あ
っ
た
の
で
、
肉
じ
尾
張
藩
の
関
係
者
と
し
て
湯
治
を
と
も
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
正
怠
は
、

J
m
州
有
潟
温
泉
記
』
を
著
し
て
い
る
。
な
お
間
六
年
五
月
十
八
日
に
、
帯
主
徳
川
義
直
も
有
馬
入
湯
の
た
め
、
名
古
屋
を
出

発
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
林
羅
山
と
期
正
意
の
温
泉
記
が
究
文
十
一
年
に
合
冊
さ
れ
、

『
有
馬
温
湯
記
b

と

し
て
版
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
克
彦
根
藩
士
の
草
山
元
政
上
人
が
、

寛
文
五
年
八
月
と
問
七
年
二
月
と
二
度
に
わ
た
っ
て
有
馬
に
湯
治
に
来
て
、

『
温
泉
遊
草
l
祖
泉
紀
行
！
』
と
吋
温
泉
遊
草
l
温
泉
再
遊
i
』
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
二
冊
は
、
寛
文
八
年
一
一
月
十
八
日
に

亡
く
な
っ
た
元
政
を
追
悼
し
て
、
同
年
の
冬
至
の
沼
に
松
原
朴
一
苅
の
序
で
鹿
元
堂
か
ら
版
行
さ
れ
て
い
る
。

有
馬
滋
泉
の
康

史
・
地
誌
類

次
に
、
有
馬
温
泉
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
一
一

月
二
日
に
有
馬
善
福
寺
の
住
僧
大
清
宗
躍
が
、

「
有
馬
縁
起
L

（
「
湯
ノ
山
由
緒
記
」
と
も
い
う
）
を
著
し
た
。

現
在
、
同
年
間
一
一
一
月
に
水
船
尾
一
一
一
右
衛
門
の
書
写
し
た
も
の
が
極
楽
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
同
議
は
、
神
亀
元
年
（
七
二
回
）
か

ら
慶
長
四
年
ま
で
の
八
七
六
年
間
に
起
こ
っ
た
有
馬
温
泉
に
関
す
る
事
柄
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
宗
濯
は
、
豊
臣

秀
吉
と
向
じ
尾
猿
中
村
の
出
身
で
、
幼
馴
染
で
あ
っ
た
と
い
う
。
秀
吉
が
有
馬
入
湯
中
、
度
々
品
謙
一
福
寺
を
訪
ね
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
秀
吉
時
代
の
有
馬
温
泉
の
こ
と
が
か
な
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
有
馬
撮
泉
の
地
誌
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
地
誌
と
し
て
最
初
の
も
の
は
、
寛
文
四
年
二
六
六
回
）
五
月
に
作
成
さ

れ
た
黒
川
遊
祐
の
『
摂
津
川
有
馬
地
誌
』
で
あ
る
。
道
紘
は
、
安
芸
葎
医
で
、
藩
主
の
浅
野
光
昆
の
湯
治
に
随
行
し
、
そ
の
時

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
温
泉
の
由
来
や
現
況
を
述
べ
た
あ
と
、
山
川
門
・
土
産
門
・
寺
観
門
・
絹
廟
門
・
墳
墓
門

の
五
つ
に
分
け
、
著
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
土
産
門
に
は
、
巻
筆
・
色
紙
・
染
楊
枝
・
木
器
・
竹
器
な
ど
の
こ
と
が
記
さ
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れ
て
い
る
。

↑笠近

続
い
て
寛
文
十
一
一
年
六
月
に
、
大
坂
天
満
の
平
子
政
一
長
の
『
絵
入
有
馬
山
名
所
記
』
（
内
題
は
『
有
馬
私
一
盟
、
序
文
に
は
司
有
馬

五
巻
五

隆史綴E

私
雨
抄
』
と
あ
る
）
が
版
行
さ
れ
た
。
版
元
は
、
前
述
の
『
有
馬
温
湯
記
』
と
同
じ
小
川
伊
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、

時
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
巻
で
は
有
馬
温
泉
の
こ
と
、
竹
器
・
磨
砂
等
の
有
馬
の
産
物
を
、
第
二
巻
で
は
湯
山
権
現
・
上
湯

等
の
名
所
を
、
第
一
ニ
巻
で
は
愛
岩
山
・
鳥
地
獄
等
の
山
川
宏
、
第
四
巻
で
は
天
満
天
神
・
鹿
舌
山
等
有
馬
祖
泉
周
辺
の
名
所
・

交通と宿場第五節

旧
跡
を
、
第
五
巻
で
は
本
文
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
や
俳
識
の
作

の
目
録
を
付
し
て
い
る
。
絵
入
と
題
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
中
に

多
く
の
闘
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
有
馬
温
泉
の
状
況
を
視
覚
的

『有馬私前』（部分〕

に
も
倍
え
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
苛
絵
入
有
馬
山
名
所
記
』
を
鳩
補
し
、
和
歌
・
俳
諮
も

新
し
く
変
え
た
『
迎
湯
有
馬
名
所
鑑
』
（
後
需
に
は
、
『
有
馬
大
鑑
迎
湯
抄
』

と
あ
る
）
が
、
生
白
堂
行
風
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
大
坂
の
伊
勢
毘
山
右

写真 51

衛
門
に
よ
っ
て
延
宝
六
年
一
一
一
月
に
版
行
さ
れ
た
。

の
ち
、
有
馬
上
道
町

有
野
麗
次
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
天
和
一
一
一
年
九
月
に
再
版
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
宝
、
氷
八
年
一
月
に
、
貝
原
益
軒
の
『
有
馬
湯
山
記
』
が
版
行

さ
れ
て
い
る
。
具
原
益
軒
は
、
一
描
問
藩
陸
宮
務
め
る
と
と
も
に
、
瞬
間

学
も
研
究
し
、
さ
ら
に
「
大
和
本
草
」
を
著
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

2II 



よ
う
に
、
木
草
学
に
も
優
れ
た
博
学
多
才
の
学
者
で
あ
る
。
本
書
は
、

J
ぶ
よ
り
有
馬
へ
行
く
道
を
記
す
L

他
一
四
部
か
ら
な

り
、
京
か
ら
有
馬
へ
の
道
案
内
、
伏
見
か
ら
神
崎
ま
で
の
船
路
、
有
馬
か
ら
尼
崎
を
経
て
大
坂
へ
行
く
道
、
有
馬
か
ら
伊
丹
を

経
て
大
坂
へ
行
く
道
等
、
有
潟
温
泉
と
京
・
大
坂
間
の
陸
上
・
水
上
交
通
の
案
内
や
そ
の
沿
線
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

有
潟
温
泉
の
効
能
や
有
馬
鼠
泉
の
名
所
や
古
歌
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
で
興
味
を
ひ
く
の
は
「
汲
み
湯
」
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
有
馬
菰
泉
に
湯
治
に
来
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
温
泉
の
滋
を
送
っ
て
、
そ
れ
を
わ
か
し
直
し
て
入
浴
す
る
も
の

で
あ
る
。

『
有
馬
温
泉
史
料
』
に
は
、
元
和
七
年
四
月
に
商
洞
続
時
践
が
、
浪
み
湯
の
こ
と
を
架
津
大
進
に
依
頼
し
た
こ
と
、

寛
永
一
一
一
年
七
月
に
出
現
久
保
田
藩
主
佐
竹
畿
支
が
藩
士
梅
津
政
景
に
波
み
湯
を
与
え
た
こ
と
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
天
明
七

年
に
湯
山
町
の
窮
状
を
訴
え
た
文
書
に
、
閉
店
崎
・
西
宮
・
兵
庫
等
の
馬
駄
震
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
務
方
へ
の
汲
み
湯
が
減
少

し
た
の
で
、
相
誌
の
駄
貨
に
定
め
て
ほ
し
い
と
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
湯
治
に
訪
れ
、
そ
の
紀
行
や
詩
文
が
残
さ
れ
、
現
代
の
旅
行
案
内
書
的
な
名
所
記
等
も
多

種
多
様
な
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
有
馬
撮
泉
の
名
湯
と
し
て
の
評
判
が
高
か
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

湯
山
町
の

寺
社

ヨ
江
主
中
土
土
、

J
U
1
3
4
1
9
t
 

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
〈
ま
の
く
す
み
の
み
こ
み

山
中
間
神
天
皇
七
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
祭
神
は
、
少
彦
名
命
・
大
己
資
命
・
熊
野
久
須
美
命

の
一
一
一
神
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
少
彦
名
命
と
大
己
資
命
は
、
有
馬
網
棚
泉
守
護
神
と
し
て
創
建
当
初
か
ら
祭
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
熊
野
久
須
長
命
は
、
建
久

こ
一
九
一
一
）
に
仁
関
上
人
が
有
馬
混
泉
を
再
興
し
た
時
、
薬
師
堂
（
視

泉
寺
）
を
修
復
し
、
そ
の
鎮
め
と
し
て
温
泉
神
社
を
整
備
し
た
時
、
熊
野
か
ら
勧
諾
し
て
祭
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
こ
ろ
か

ら
、
少
彦
名
命
を
鹿
舌
明
神
、
大
己
主
主
一
一
一
輪
明
神
、
熊
野
久
須
美
命
な
熊
野
権
現
と
し
て
祭
り
二
ニ
所
明
神
ま
た
は
一
一
一
所
権
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現
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
薬
師
没
と
と
も
に
、
有
馬
温
泉
の
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

廿一ー近

る。 現
在
地
の
愛
宕
山
の
中
腹
に
移
転
さ
れ
た
。
な
お
、
同
神
社
所
蔵
の
「
熊
野
史
陀
羅
鴎
1

一
一
は
、
屯
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

交通と宿場第五節

温
泉
寺
は
、
薬
師
堂
と
も
呼
ば
れ
、
温
泉
神
社
と
と
も
に
有
馬
温
泉
の
信
仰
の
中

日震史講話国

心
で
あ
一
っ
た
。
行
基
の
閲
創
と
伝
え
ら
れ
る
古
利
で
、
も
と

あ
っ
た
が
、

後
』こ

に
改
め
ら
れ
た
。
明
治
維
新
の
廃
仏
製
釈
に
遭
い
、
廃
寺
と
な
り
、
薬

師
堂
だ
け
が
残
り
、
清
涼
院
を
移
し
、

温
泉
寺
と
し
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
（
蛍

｛
予
は
、
天
明
一
一
年
九
月
十
即
日
の
よ
様
で
あ
る
）
。
な
お
、
清
涼
院
は
、
温
泉
寺
奥
院
が
寛

文
五
年
五
月
五
日
に
宇
治
万
福
寺
の
末
寺
と
な
り
、
清
涼
読
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

円
ノ
一
T
J
小山…

／

u
f
j
 

同
人
の
r
は
刻
と
伝
え
る
木
段
は
、

月

日

の
入
初
式
の
時
に
輿
に
の
せ
て
か
つ
が
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
室
町
時
代
の
作
品
で

あ
る
「
木
造
波
一
器
維
大
将
立
像
い
と
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
あ
る
「
沼
市
漆
厨
子
」
の

写真 52

二
点
と
粛
一
嬰
文
化
財
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
寺
宝
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

っ‘た

様
楽
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
剖
建
と
伝
え
、
今
の
杖
楽
橋
の
束
、
石
倉
の
地
に
あ
っ

た
が
、
滋
徳
元
年
（

O
九
七
）
の
秋
に
洪
水
の
被
害
を
受
け
、
荒
廃
し
て
い
た
の
を
、

建
久
二
年
に
仁
問
上
人
に
供
奉
し
て
き
た
河
上
維
清
が
現
在
地
で
復
興
し
た
と
い
う
、

浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
元
禄
八
年
六
月
二
十
九
日
の
火
災
に
よ
っ
て
類
焼
、
安
、
氷
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二
年
（
一
七
七
三
）
四
月
十
四
日
に
は
蹴
泉
神
社
・
薬
師
堂
と
と
も
に
焼
失
し
た
が
、
天
明
ニ
年
四
月
に
再
興
さ
れ
た
の
が
現
在

ロコ

で
あ
る
。

な
お
、
綴
楽
寺
境
内
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
願
の
場
跡
（
書
院
の
床
下
に
な
っ
て
い
る
）
や
、
秀
吉
追
悼
の
近
輪
塔

が
残
さ
れ
て
い
る
。

諮
問
福
寺
は
、
落
葉
山
の
麓
に
あ
り
、
行
基
の
関
部
、
仁
西
上
人
の
中
興
と
倍
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
説
に
は
、
聖
徳
太
子

の
開
基
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
と
は
、
落
葉
山
自
庵
と
称
し
、
法
相
宗
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
に
光
徳
山
善
福
寺
に
改
称
し
、
字

治
問
州
市
山
辺
寺
の
第
五
役
英
種
を
開
基
と
し
、
曹
洞
宗
に
改
宗
し
た
。
こ
れ
は
、
秀
吉
ゆ
か
り
の
大
清
宗
濯
の
本
願
に
よ
る
と
い
う
。

ま
た
豊
臣
氏
時
代
、
善
福
寺
の
住
僧
は
、
湯
山
町
の
代
官
の
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
山
月
比
国
政
権
と
の
関
係
が
、
深
か
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
向
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
で
あ
る
つ
木
造
聖
徳
太
子
立
像
」
は
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
念
仏
寺
・
林
渓
寺
・
稲
荷
神
社
・
天
満
宮
等
の
寺
社
が
あ
る
。

淡
河
町
の

支
配

関
ケ
原
の
合
戦
で
勝
利
を
収
め
、
天
下
を
握
っ
た
徳
川
家
康
は
、
慶
長
近
年
十
月
十
五
日
に
池
田
輝
政
に
播
磨

~I 
玉

一
万
石
を
与
え
、
淡
河
城
の
有
馬
郎
頼
を
摂
津
一
一
一
回
に
移
し
、
一
一
万
お
を
与
え
た
。
淡
河
町
の
新
領
主

池
田
氏
は
、
姫
路
放
を
本
拠
地
と
し
、
橋
脚
防
聞
の
主
要
な
地
域
に
玄
城
（
一
ニ
木
・
明
石
・
高
砂
・
淀
野
・
平
福
・
赤
穂
）
を
置
き
、

族
や
有
力
家
臣
を
配
置
し
た
。
淡
河
成
は
、
有
馬
氏
の
転
封
に
よ
っ
て
城
主
を
失
い
、

の
ち
元
和
元
年
の
「
一
国
一
誠
令
」
に

よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
池
田
氏
時
代
の
淡
河
町
の
支
配
に
つ
い
て
は
、

っ
一
一
一
左
衛
門
様
御
奉
行

梅
玉
次

左
衛
門
L

と
記
し
た
史
料
が
あ
り
、
福
王
氏
が
池
田
氏
の
奉
行
と
し
て
淡
河
町
の
支
配
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ

の
福
王
氏
は
、
南
僧
尾
に
住
し
た
観
世
流
能
の
ワ
キ
役
の
家
柄
で
あ
り
、
次
左
衛
門
も
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
た
、
慶
長
五
年
十
一
月
二
十
九
日
付
の
照
政
（
輝
政
）
の
禁
制
（
郷
紫
・
所
質
・

押
買
な
ど
禁
止
）
や
、
同
七
年
三
月
一

日
付
の
勺
諸
役
免
許
状
L

が
残
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
池
田
氏
の
淡
河
町
支
配
は
、
豊
臣
氏
時
代
か
ら
の
宿
場
町
と
し

て
の
機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
淡
河
町
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
っ
間
十
三
年
の

J
一
一
木
郡
淡

川
中
村
出
品
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
淡
河
町
の
菌
積
は
五
六
町

一
畝
八
歩
、

石
高
は
九
六
六
石
二
斗
一
一
升
七
合
で
、
中
村
か
ら
分
離
し
た
街
道
沿
い
の
町
、

淡
河
町
と
、
中
村
と
下
村
の

部
が
編
入
さ
れ
、
淡
問
中
村
と
し
て
一
つ
の
行

政
単
位
を
組
織
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
高
の
う
ち
、
慶
長
七
年
三
月
に

六
O
Oお
が
、
ま
た
、
間
十
八
年
十
一
月
十
三
日
に
一
五

O
石
増
え
合
計
七
五

O
石
が
、

諸
役
免
許
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
（
の
ち
、
一
%
和
六
年
二
月
十
一

日
に
は
金
石
高
に
特
権
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
）
。

交通と宿場

明
石
落
領
と
な

っ
た
淡
河
町

元
和
一
一
一
年
に
淡
河
町
の
領
主
で
あ
っ
た
姫
路
藩
主
池
田
光
政
が
、
間
幡
国
鳥
取
に
鞍
封
さ
れ
、
播
磨
閣
は

中
小
諸
藩
に
よ
っ
て
分
轄
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
淡
河
町
は
、
明
石
に
入
部
し
た
小
笠
原
忠
真
の

領
知
と
な
っ
た
。
以
後
、
淡
河
町
は
明
石
藩
領
と
し
て
明
治
の
廃
藩
に
五
っ
た
。
明
石
藩
主
は
度
々
交
代
し
た
が
、
天
和

第五節

二
月
に
入
部
し
た
松
平
臨
明
以
後
定
着
し
た
。
明
石
藩
領
と
な
っ
た
淡
河
町
は
、
姫
路
蒋
領
時
代
に
引
き
続
き
、
宿
場
町
と
し

て
存
続
し
た
。
明
石
藩
主
と
な
っ
た
代
々
の
大
名
は
、
淡
河
町
の
保
有
し
て
い
た
諾
役
免
許
の
特
権
を
認
め
て
い
る
。

世！：近

池閃輝政禁制i

lliHtミ稀i狙

写真 53年
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寛永16年（1639)

石
966. 227 

910. 368 

5ツ 2分

473.3913 

年貢i高1石につき 27t今
年貢高 1石につき 4';1干

ssn 
60lltf 

11匹

36匹

淡河中村の概況

石
966. 227 

5ツ3分

531. 425 

表 44

り

免

主1：：貢高

口米

増石

本家

i怒活－下人等
潟

牛

次
に
、
明
石
藩
領
と
な
っ
た
淡
河
町
の
状
況
に
つ
い
て
、
究
、
氷
十
六
年

間
月
付
の
「
淡
河
谷
中
村
町
書
出
し
写
」
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と
、
表
川
刊

の
よ
う
に
な
る
。

村
荷
は
九
六
六
石
二
斗

一
升
七
合
で
あ
っ
た
が
、
、
氷
川

成
引
等
の
除
地
を
差
し
引
い
た
残
高
は
、
九
…

0
石
三
斗
六
升
八
合
で
あ

り
、
こ
れ
が
年
賀
賦
諜
の
対
象
と
な
る
。

免
は
定
免
で
、
五
ツ
弐
分
（
五

ニ
ゲ
月
）
で
あ
っ
た
の
で
、

年
行
（
一
口
問
は
四
七
一
一
一
石
一
一
一
斗
九
升

勺
で
あ

っ
た
。
本
年
貢
以
外
の
納
入
物
と
し
て
は
、

日
米
、
舛
石
（
増
石
）
が
あ
っ

た
が
、
諸
役
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で
夫
米
の
上
納
は
し
て
い
な
い
。
ま

資料： r村上家文ftf」

た
家
数
は
、
本
山
裁
が
五
五
軒
（
う
ち
一
軒
は
神
主
）
、
隠
居
・
下
人
等
が
六

O

相
の
合
計
一
一
五
軒
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
馬
一
一
匹
、
牛
一
一
一
六

阻
等
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
長
十
三
年
の
免
定
と
此
較
し
て
み
る
と
、
村
高
に
変
化
は
な
か
っ
た

が
、
年
京
高
は
五
八
石
一
一
一
升
一
一
一
合
七
勺
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
村
高
か
ら
除
池
の
分
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
う
え
、
免
が

五
ツ
コ
一
分
か
ら
五
ツ
二
分
に
減
少
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。

百
際
司
ア
」
斗
点
、

1
L
t
t
 

次
に
、
明
石
藩
領
時
代
の
淡
河
町
の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
図
日
）
。
村
高
は
、
正
保
一
一
一
年
の
「
播
磨
間
知
行
高
辻
郷

っ
中
村
町
」
と
し
て
七
七
一
一
石
八
斗
九
升
三
合
と
あ
り
、
寛
永
十
六
年
の
村
高
よ
り
一
九
三
お
一
一
一
斗
一
一
一
升
間
合
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
党
永
年
間
に
隣
村
の
下
村
か
ら
編
入
さ
れ
て
い
た
部
分
が
、
再
び
下
村
に
移
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、

2r6 近！弘社会の成立第ご.！＇，＇！：



交通と宿場第五uri

元禄15年

淡河田I
619石386

天和2年まで

淡 ；可 開I一一一一一〉
675石余

正保3年まで

r-jJ 村田l
772石893

慶長13年

淡河中村町一一ァー〉

966石227

中村

153石507
中 付一一一一一歩

178石余

西下村

329石551

村…ーァーベシードド 村一一…〉

193石334

（合計682お216)

白山一一一千〉・ー

＊ 下村
352石665

」
の
時
に
淡
河
町
分
の
若
干
部
分
が
問
時
に
下
村
に
編
入
さ
れ
て
い

ilt 

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
お
人
和
一

の
史
料
に
よ
れ
ば
、
淡
河
組
の

近

中

「
中
村
一
七
八
石
余
」
と
っ
淡
河
町
六
七
五
右
余
」
と
、
従

E霊5と編Ill

米
の
淡
河
町
分
が
、
再
び
淡
荷
町
と
中
村
と
に
分
村
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
淡
河
町
の
人
口
を
知
る
史
料
は
な
く
、
少
し
時
代
は
下
る

が
、
李
保
年
間
の
撰
と
い
わ
れ
て
い
る
「
明
石
記
」
に
は
、
淡
河
町

淡河IIIT区域の変遷

戸
数
九
一
一
一
軒
、
人
数
間
四
五
人
、
ま
た
中
村
分
戸
数

四
軒
、
人
数

一
一
一
五
人
、
ま
た
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
O
）
ご
ろ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

二
一
一
粁
（
う
ち
本
百
姓
九
一
一
一
、
水
守
一
一
九
）
、

人
数
五
一
一

人
と

2きて
数
記
さ
れ
て
い
る
。

関 15

こ
の
よ
う
に
、
明
石
器
制
限
と
な
っ
た
淡
河
町
は
、
天
和
一
一
年
ま
で

淡河宿本陣跡；i守t写真 54
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の
聞
に
一
一
度
に
わ
た
っ
て
分
村
さ
れ
、
淡
河
町
の
石
古
川
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宿
場
町
と
し
て
淡
湖
町
、
が
存
続
し

て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
重
要
性
が
低
下
し
た
た
め
、
淡
河
町
の
石
高
が
減
少
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
湯

山
街
道
よ
り
は
、
西
宮

i
兵
庫
｜
大
蔵
谷
を
経
由
す
る
山
陽
道
の
方
が
交
通
路
と
し
て
便
利
で
あ
っ
た
た
め
、
次
第
に
そ
の
街

道
と
し
て
の
価
値
を
低
下
さ
せ
た
が
、
し
か
し
、
有
馬
温
泉
の
湯
治
客
の
大
半
は
、
こ
の
湯
山
街
道
を
利
用
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。淡

河
級
大
庄

屋
村
上
氏

湯
山
街
道
の
宿
場
、
淡
前
町
は
、
前
述
の
よ
う
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
秀
吉
の

命
を
受
け
、
宿
場
町
建
設
に
活
躍
し
た
の
が
村
上
喜
兵
衛
で
あ
っ
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、
喜
兵
衛
は
庄
屋

給
と
し
て
高

O
石
が
与
え
ら
れ
、
淡
河
組
の
大
庄
屋
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
元
和
七
年
、
明
石
器
の
初
代
藩

主
小
笠
原
右
近
大
夫
忠
真
か
ら
は
、
喜
兵
衛
の
子
息
藤
左
衛
門
に
対
し
て
、
庄
屋
給
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

為
庄
罷
給
、
高
拾
石
之
所
山
山
践
者
也
、

（
小
笠
原
忠
災
）

元
和
七
年
八
月
三
日
（
花
押
）
淡
河
村藤
左
衛
門

こ
れ
と
向
日
付
の
郡
代
原
与
右
衛
門
尉
の
添
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

前
々
λ
o
持
来
ニ
付
而
、
其
方
自
地
之
内
高
拾
石
之
所
被
下
陸
候
、
則
御
判
形
被
遊
候
問
、
可
致
頂
戴
候
、
弥
御
奉
公
油
断

有
間
敷
、
為
其
如
此
候
、
以
上

元
和
七
年

原
与
右
衛
門
尉

J¥ 

問
問
徳
（
花
押
）

日
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淡
河
町藤
左
衛
門
殿

ま
た
、
問
年
十
一
月
十
日
付
の
郡
代
原
与
右
衛

門
尉
の
添
書
に
は
、

「
淡
河
之
庄
中
村
之
地
に
お

い
て
、
御
帳
部
之
外
に
て
、
高
拾
お
之
御
判
形
下

さ
れ
候
問
、
弥
御
奉
公
油
断
な
く
中
さ
る
べ
き
者

也
」
と
あ
り
、

八
月
の
文
書
で
は
持
高
の
う
ち
で

一
O
石
分
が
免
許
さ
れ
て
い
た
が
、
十
一
月
の
文

は
持
高
と
は
別
に
一

O
石
が
庄
屋
給
と
し
て

支
給
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
他
の

庄
屋
給
の
文
書
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
思
別
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
し
、
正
保

の
大
久
保
忠
職

の
奉
行
人
の
添
書
に
は
、

「
其
方
持
分
高
之
内
」

と
あ
り
、
持
高
の
う
ち
一

O
石
が
庄
屋
給
と
し
て
、

交通と宿場

代
々
の
領
主
か
ら
年
一
氏
諸
役
が
免
許
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
笠
原
忠
真
の
時
期
だ
け
が

第五節

特
例
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
大
庄
屋
役
に
つ
い
て
は
、
表
刊
に
示
し
た

中山骨

32 I小Jll谷口カ村も 5カ
i年間支配
19 

松平日向守i万治2年（附1喜兵衛（嶋左衛門惣領I20 1部~0会長室説大
藤兵衛併ll喜兵衛伴I22 I芸品i；誌島有

' 15情Jll7カ村，御蔵入
iになる

22 I元禄15年12月より20
［カ村
20 

20 

村上家大庄屋勤務の状況章受 45 

有馬法印i天正7年（1579)I喜兵衛（1)
池凶三左衛門｜媛長5年（1600)I グ

小笠原右近大夫Ix和3年（1617)I " 
松平丹波守i寛永10年（1633)I藤左衛門（2)

力fl賀守i寛永16年（1639)I 

松平山城守i殴安2年（1649)I 

備期時名主領

// 大久保

// 

// 

// 

松平但馬守！元禄14年（1101)I喜兵衛（5)
グ I i喜兵衛（6)1喜兵衛

松王子左兵衛督i天保1年c1s3o)I c喜兵衛）

// 

本多出雲守i臨時（1679)I 

松王子若狭守［天和2年（1682)

近 t仕歴史帯電図

〈注〉 当：±名繍の（ )Iま，村上主主当主の代数を示している。

資料：「村上家文言受J
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よ
う
に
、
淡
河
町
の
成
立
以
来
延
享

（
一
七
四
六
）
ま
で
の
約
一
七

0
年
間
、
村
上
家
の

大
庄
屋
役
を
勤
め
て
い
る
。

そ
の
支
配
村
数
は
、
時
に
よ
り
若
干
の
業
が
あ
る
が
、
約
二

O
カ
村
を
管
轄
す
る
大
臣
屋
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

以
後
約
八

0
年
間
の
空
白
の
の
ち
、
天
保
一
万
年
（
一
八
一
一
一
O
）
二
月
か
ら
再
び
大
庄
屋
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。ま

た
、
同
家
は
、
本
陣
と
し
て
、
淡
河
宿
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

3 

近
世
海
運
の
展
開

近
世
海
運

の
始
ま
り

朱
印
船
貿
易
を
主
と
す
る
近
枇
初
顕
の
闘
外
海
運
の
目
覚
ま
し
い
発
展
も
、
江
戸
幕
府
の
鎖
隈
政
策
の
結
果
、

ま
っ
た
く
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
閣
内
海
運
は
飛
眼
的
に
発
展
し
、
全
倒
的
な
沿
岸
海
運
制
は

近
肢
に
入
っ
て
急
速
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
幕
藩
領
主
の
年
貢
米
廻
送
の
必
要
性
な
契
機
に
開
発
さ

れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
幕
藩
体
制
確
立
の
経
済
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
浪
記
よ
り
徴
収
し
た
年
貢
米
を
、
主
に
江

・
上
方
で
換
金
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
藩
領
主
の
財
政
が
成
り
立
つ
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
、
こ
の
取
得
し

た
貨
幣
を
も
っ
て
生
活
に
必
要
な
都
市
の
手
工
業
製
品
購
入
の
た
め
に
再
び
投
下
す
る
こ
と
で
完
結
し
た
。
こ
う
し
た
防
政
機

構
が
当
然
年
貢
米
輸
送
の
あ
り
方
を
も
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
幕
藩
領
主
経
済
確
立
の
た
め
に
は
、

ま
ず
売
却
す
る
年
貢
米
を
大
市
場
で
あ
る
江
戸
・
上
方
へ
輸
送
す
る
必

要
が
あ
り
、
幕
藩
領
主
に
と
っ
て
は
、
安
価
か
つ
大
量
に
輸
送
で
き
る
手
段
と
し
て
の
水
運
、
特
に
長
距
離
の
場
合
の
海
運
宏
、

220 第二？立近也・社会の成rL



い
か
に
し
て
支
配
下
に
掌
握
し
て
お
く
か
が
、
重
要
な
経
済
政
策
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
米

ど
こ
ろ
で
あ
る
奥
羽
・
北
陸
地
方
の
諸
藩
に
と
っ
て
も
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
従
来
の
京
坂
を
中
心
と
し
た
北
罰
航
路
や
瀬
戸
内
航
路
、
ま
た
近
陛
初
頭
に
問
か
れ
た
江
戸
・
大
坂
間
航
路
な
ど
を

基
礎
と
し
て
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
か
ら
江
戸
を
つ
な
ぐ
ル

1
ト
や
、
太
平
洋
岸
よ
り
江
戸
な
い
し
大
坂

を
つ
な
ぐ
ル
i
ト
が
、

「
海
の
道
」
と
し
て
一
貫
し
た
海
上
航
路
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
領
地
が
各

地
に
散
在
し
て
い
た
幕
府
の

の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
航
路
の
統
合
の
な
か
で
近
役
海
運
の
発
展
が

み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

高
廻
り
海
運
の

開
発
と
意
義

こ
の
幕
府
の
積
極
的
な
期
待
を
扱
っ
て
登
場
し
た
の
が
河
村
瑞
賢
で
あ
る
。
瑞
賢
は
ま
ず
寛
文
十

（
二
ハ
七
一
）
に
、
幕
府
領
と
な
っ
た
陸
奥
の
伊
達
・
信
夫
両
郡
の
御
域
米
を
、
仙
台
荒
浜
か
ら
江
戸
に
海

上
輸
送
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
が
太
平
洋
沿
岸
を
通
っ
て

至
る
東
廼
り
航
路
の
開
発
で
あ
る
。

ち
な
み
に
当
時

一
般
に
年
貢
米
の
廻
送
を
廻
米
と
総
称
し
た
が
、
な
か
で
も
幕
府
領
の
年
玄
米
を
江
戸
ま
た
は
大
坂
へ
廼
送
す
る
の
を
御
城
米

積
と
い
い
、
藩
の
年
貢
米
（
蔵
米
）
を
大
援
の
蔵
麗
敷
ま
で
廻
送
す
る
の
を
大
坂
廼
米
な
い
し
廻
米
積
と
称
し
た
。

交通と宿場

つ
い
で
翌
寛
文
十
一
一
年
に
は
、
山
山
羽
悶
最
上
郡
の
御
減
米
を
酒
田
か
ら
江
戸
へ
廻
送
し
、
航
海
安
全
確
保
の
た
め
に
寄
港
地

お

ぎ

ゅ

の

っ

と
し
て
図
刊
に
示
し
た
よ
う
に
、
佐
渡
の
小
木
、
能
登
の
福
浦
、
但
馬
の
柴
山
、
石
見
の
温
泉
津
、
官
民
門
の
下
関
、
摂
津
の
大

ほ

う

ざ

あ

の

り

攻
、
紀
伊
の
大
島
、
伊
勢
の
方
座
、
志
摩
の
安
乗
、
伊
豆
の
下
回
を
指
定
し
、
船
番
一
併
を
設
け
て
手
代
を
配
置
し
、
さ
ら
に
沿

第五節

の
幕
府
代
官
や
諸
大
名
に
命
じ
て
御
域
米
船
の
監
視
と
保
護
を
加
え
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
の
御
誠
米
積
船
に
は
、
讃
岐
の
塩
飽
島
、
備
前
の
日
比
浦
、
摂
津
の
伝
法
・
河
辺
（
控
戸
）
・
脇
浜
の
廻
船
が
特
に

サ］近歴史編盟
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同組I）航路
（日本海i!¥Jド瀬戸内一大JJXJ

とへ

’~－~～～-SY• 
大室長 ~ 
蕗上）j 江戸間航路

0 200 400ト引

選
ば
れ
て
登
用
さ
れ
た
。
近
散
初
頭
、
す
で
に
兵
庫
津
を
ひ
か
え
て
、
一
一

222 

ツ
茶
屋
・
神
戸
・
脇
浜
の
各
浦
に
は
大
型
廻
船
を
有
す
る
船
持
層
の
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
徹
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
御
域
米
船

か
ん
し

に
は
「
官
峨
」
（
朱
の
丸
）
を
立
て
さ
せ
、

寄
港
地
の
入
港
税
を
免
除
し
、

東E湿り・商廻り航路間

岩
礁
で
危
険
な
下
関
に
は
水
先
案
内
船
を
備
え
、
志
摩
の
鳥
羽
港
口
の
沖

す
が
し
ま

合
に
あ
る
菅
島
に
は
、
毎
夜
燦
火
を
あ
げ
さ
せ
て
通
航
廻
船
の
目
標
と
し
、

海
難
防
止
と
航
海
安
全
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
東
廻
り
・
問
廻
り
海
運
の
完
結
は
、
米
を
は
じ
め
幕
滞
体
制
下
の

各
種
高
口
仰
の
流
通
を
可
能
に
し
、
そ
の
流
通
最
を
一
段
と
拡
大
し
て
ゆ
く

区I16 

の
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
江
戸
と
大
波
、
そ
れ
に
各
落
の
外
港
と
し

て
の
港
町
の
発
展
、
そ
れ
に
対
応
し
て
各
地
の
風
待
ち
・
寄
港
地
の
発
達

は
、
江
戸
時
代
の
経
済
を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
機
能
し
た
。

し
か
も
瑞
賢
の
こ
の
海
運
事
業
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

一
履
」
と
い
う
新
し
い
方
法
で
幕
領
米
の
江
戸
廻
送
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
廻
船
底
一
様
一
方
式
は
、
幕
府
が
直
接
廻
船
を

「
廻
船
御
直
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一
雇
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
以
前
の
豪
商
な
ど
に
よ
る
高
率
請
負
料
の
豪
商
請
負
方
式
に
く
ら
べ
て
、
比
較
的
安
い
運
賃
支
出

で
江
戸
廻
米
を
実
現
さ
せ
待
た
の
で
あ
る
。
海
損
の
処
理
も
、
商
人
荷
物
に
み
ら
れ
る
共
同
海
損
で
は
な
く
、
船
主
（
船
頭
）
が

運
賃
詩
求
権
を
失
い
、
積
荷
物
は
幕
府
の
損
失
と
な
る
方
法
が
採
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
民
船
方
式
が
有
利
で
あ
る
と
い
う
の



が
、
閣
情
賢
の
判
断
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
瑞
賢
の
方
策
に
は
、
海
運
技
術
的
に
も
注
目
す
べ
き
点
を
含
み
、
海
運
の
発
達
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
が
、
そ
の
意
義
は
、
幕
府
権
力
を
背
景
に
一
様
船
の
確
保
、
専
用
倉
庫
な
ど
の
整
備
の
う
え
に
、
賃
積
船
な
主
体
と
す
る
幕

府
の
廻
米
機
構
を
つ
く
り
出
し
、
江
戸
廻
送
航
路
を
定
め
、
江
戸
お
よ
び
大
坂
を
軸
と
す
る
幕
葎
体
制
に
適
合
的
な
海
運
休
系

を
最
終
的
に
確
立
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
海
運
休
系
の
完
結
に
よ
っ
て
、
江
戸
と
大
坂
の
経
済
は
も
ち
ろ
ん
、

幕
藩
体
制
の
流
通
機
構
が
成
り
立
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

上
方
・
江
戸
間
海

逮
と
婆
墳
廻
船

部
廻
り
航
路
開
発
以
前
、
上
方
・
江
戸
間
の
輸
送
は
、
な
お
主
と
し
て
陸
路
に
依
存
し
て
い
た
が
、

貨
物
や
大
量
の
輪
送
に
は
、
陸
上
に
く
ら
べ
て
運
賃
も
安
い
水
上
輸
送
、
な
か
で
も
遠
隔
地
問
で
は
海

上
輸
送
が
最
も
適
し
て
お
り
、
江
戸
に
お
い
て
商
品
の
需
要
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
急
速
に
大
量
輸
送
を
可
能
と
す
る
船
舶
へ

の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
っ

こ
う
し
て
上
方
・
江
戸
間
の
海
運
は
、
慶
長
・
一
万
和
期
よ
り
次
第
に
発
展
を
み
る
に
い
た
っ

Tこ
こ
の
よ
う
な
海
上
輸
送
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、

七

ま
ず
商
人
や
船
持
の
関
で
海
上
法
規
が
必
要
と
な
り
、
一
享
保
十

二
七
）
に
兵
庫
津
の
船
問
屋
伝
法
屋
藤
右
衛
門
が
書
き
と
め
た
「
一
克
和
以
来
船
法
御
定
弁
諮
方
開
設
一
L

に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

交通と宿場

に
述
べ
、
元
和
期
よ
り
海
運
業
の
台
頭
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

一
苅
和
の
頃
、
徳
川
家
康
公
日
本
御
治
め
遊
ば
さ
れ
候
、
そ
れ
よ
り
以
来
江
戸
城
に
御
座
遊
ば
さ
れ
侯
に
つ
き
、
江
戸
表
段

第五節

々
御
繁
問
問
、
方
々
よ
り
穀
物
諸
色
絞
廼
し
の
す
国
々
で
は
、
諸
遡
机
加
を
作
り
、
商
人
の
荷
物
大
廼
り
と
名
づ
け
、
積
み
下

し
申
し
候
、
殊
に
御
成
米
に
商
人
船
を
御
借
り
、
御
米
止
を
江
戸
え
御
願
取
り
遊
ば
さ
れ
設
に
つ
き
、
海
上
の

ま

1役近）経史編阻223 



た
は
川
内
の
海
上
の
定
書
出
し
ゅ
し
候

s
i
3心
、
ュ
七
円
H

4
dヰ
／

午

ノ

手

（
二
ハ
二
ハ
）
に
は
す
で
に
伊
玖
の
下
出
に
船
悉
所
が
設
訳

さ
れ
て
い
て
、

っ
訪
問
廻
船
入
津
御
改
奉
行
」
と
し
て
今
村
彦
兵
衛
が
任
命

さ
れ
、
江
戸
入
津
の
御
城
米
船
の
取
締
り
に
あ
た
っ
た
。

つ
づ
い
て
泉
州
堺
の
商
人
が
、
大
一
坂
か
ら
木
綿
・
油
・
澗
・
酢
・
欝
油
な

ど
の
日
常
生
活
必
諮
問
聞
を
積
み
込
ん
で
江
戸
へ
廻
送
し
た
。
こ
れ
が
菱
垣
廻

船
の
濫
悔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
前
掲
の
つ
船
法
御
定
井
諸

方
開
設
日
」
で
は

一
五
和
年
中
に
、
初
て
泉
州
堺
に
、
江
戸
え
大
廻
り
の
集
め
荷
物
、
酒
・

時
油
支
配
、
そ
の
ほ
か
諸
色
受
け
込
み
申
す
船
問
屋
、
初
め
て
二
軒
出

米
仕
り
候
、
右
大
廻
り
の
荷
物
積
み
申
す
船
、
紀
州
旦
同
船
運
設
そ
れ

ぞ
れ
に
相
極
め
、
下
し
中
し
候
、
そ
の
後
大
坂
に
て
和
泉
屋
と
申
す
江

一
戸
積
船
問
屋
初
、
ま
り
、
そ
れ
よ
り
段
々
出
来
仕
り
候
問
屋
、
毛
馬
屋
・

問
屋
・
大
津
鹿
・
荒
屋
・
組
屋

す
る
江
戸
積
船
問
屋
が
で
き
、

と
述
べ
、
堺
に
ニ
軒
の
廻
船
問
屋
が
で
き
、
紀
伊
旦
品
の
遡
船
を
借
り
受
け
て
運
送
を
始
め
、
や
が
て
大
坂
で
も
和
泉
患
と
称

つ
寺
つ
い
て
毛
潟
屋
以
下
の
菱
臨
麹
船
問
屋
が
成
立
し
て
き
た
事
情
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
慶
長
・
元
和
期
に
堺
商
人
が
は
じ
め
た
江
戸
積
輸
送
業
務
は
、
覚
、
氷
期
に
入
っ
て
、
大
坂
が
全
国
的
商
品
集
散
市

場
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
く
る
に
と
も
な
い
、
そ
の
中
心
が
次
第
に
大
坂
に
移
っ
て
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
覚
、
氷
元
年
（
一
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六
二
四
）
に
は
大
坂
北
浜
の
泉
罷
一
千
お
衛
門
が
江
戸
積
船
間
監
を
開
業
し
、

つ
い
で
同
四
年
に
は
毛
馬
鹿
・
富
田
屋
・
大
津
屋
・
荒
（
顕
）

・
指
屋
の
五

軒
が
同
じ
よ
う
に
江
戸
積
廻
船
問
屋
を
始
め
、
こ
こ
に
大
坂
を
根
拠
と
す
る

菱
垣
廻
船
問
屋
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
う
ち
塩
屋
は
荷

主
中
よ
り
取
り
立
て
た
船
問
屋
で
、
そ
の
持
船
も
少
な
い
た
め
際
津
協
浜
浦

よ
り
一
履
机
聞
し
て
廻
船
を
謂
達
し
た
り
、
手
船
不
足
の
と
き
に
は
、
こ
の
脇
浜

船
に
菱
商
一
廻
船
と
同
様
の
臼
印
を
つ
け
て
菱
垣
廻
船
仕
建
て
と
し
た
と
い
わ

か
き
だ
っ

廻
船
の
舷
側
部
分
（
滋
立
と
い

れ
て
い
る
。

菱
垣
廻
船
同
様
の
目
印
と
は
、

う
）
に
菱
寝
に
組
ん
だ
舷
側
板
を
取
り
つ
け
て
、

仮
菱
底
廻
船
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

本
来
遡
船
問
屋
と
い
う
の
は
、
間
産
自
F

身
の
手
船
な
も
っ
て
仕
建
て
る
の

で
あ
る
が
、
前
述
の
堺
尚
人
や
塩
屋
の
事
例
の
よ
う
に
、
都
船
に
は
紀
伊
の

m－
a高
・
比
井
浦
や
摂
津
の
脇
浜
・
神
戸
・
ニ
ツ
茶
屋
総
な
ど
か
ら
大
型
遡
船
を
借
り
入
れ
て
、
専
ら
積
荷
の
集
荷
と
廻

交通と宿場

船
仕
建
業
務
を
行
う
と
い
っ
た
海
上
運
送
業
者
も
多
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
近
役
海
運
業
成
立
の
一
つ
の
条
件
は
、
運
賃
を
主

と
し
た
賃
積
船
の
場
合
、
船
持
層
と
廻
船
問
展
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
的
に
分
化
し
て
、
尚
人
荷
物
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
点
に
求
め

第五節

ら
れ
る
。
そ
の
点
で
高
率
請
負
方
式
を
と
っ
た
初
期
支
商
の
海
運
経
常
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

位近

変主亘廻船（「性b問屋！日記J)

際Y:＊説日i

写真 56
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大
坂
・
伝
法
漉
積

問
屋
と
構
想
船

元
和
五
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
菱
底
廻
船
に
よ
る
溜
荷
輸
送
は
、
木
綿
・
出
・
降
泊
な
ど
他
の
蒔
口
問
と
の

」
と
に
つ
い
て
は
、

「
菱
応
一
廻
船
間
麗
規
録
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

混
載
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
専
ら
下
り
酒
を
積
荷
と
す
る
廻
船
が
仕
建
て
ら
れ
た

摂
州
大
坂
よ
り
下
り
候
酒
の
義
、
先
年
溜
弐
樽
を
も
っ
て
馬
壱
駄
と
仕
り
、
陵
地
駄
送
り
仕
り
候
と
こ
ろ
、
正
保
年
中
摂

州
伝
法
村
よ
り
初
め
て
廻
船
に
て
積
み
下
り
候
節
よ
り
、
右
酒
荷
物
そ
の
ほ
か
荒
荷
物
積
み
合
せ
参
り
候
廻
船
を
引
受
け
、

支
配
仕
り
候
、
其
の
後
摂
州
西
宮
・
兵
庫
辺
よ
り
も
、
伝
法
村
同
様
に
額
み
下
し
候

建
て
ら
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
時
に
は
ま
だ
伝
法
に
廻
船
問
屋
は
な
く
、

す
な
わ
ち
正
保
年
中
（
一
六
四
回
J
四
八
）
に
、
摂
津
伝
法
村
よ
り
下
り
酒
の
ほ
か
に
荒
荷
（
雑
貨
荷
）
を
積
み
合
わ
せ
て
廻
船
が
仕

万
治
元
年
（
一
六
五
人
）
に
い
た
り
、
北
伝
法
に
最
初
の
期
船
間
康
で
あ
る
佃

毘
与
治
兵
衛
が
開
業
し
、

つ
づ
い
て
南
倍
法
に
も
同
じ
よ
う
に
廻
船
問
屋
が

開
業
し
て
、
よ
う
や
く
伝
法
も
大
坂
安
治
川
と
な
ら
ん
で
、
積
所
と
し
て
の

廻
船
問
屋
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
伝
法
船
に
よ
る
江
戸
積
問
屋
の
活

動
が
始
め
ら
れ
た
。

つ
い
で
寛
文
元
年
、
伝
法
に
酒
樽
専
門
の
積
問
屋
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の

と
き
ま
で
は
大
坂
安
治
川
の
諸
問
屋
・
大
津
屋
が
「
ひ
ら
荷
間
農
」
と
呼
ば

れ
て
、
酒
・
携
油
・
油
そ
の
他
の
商
品
を
集
め
て
積
み
出
し
て
い
た
が
、
究

zX元
年
以
後
、
酒
地
仰
を
専
門
に
積
み
出
す
廻
船
問
屋
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
て
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き
た
。
前
述
の
「
船
法
御
定
弁
諸
方
問
書
一
に
は

寛
文
元
年
よ
り
、
大
坂
・
伝
法
両
方
に
酒
（
積
）
関
屋
初
ま
る
。
こ
の
時
ま
で
大
坂
富
田
屋
・
大
津
屋
ひ
ら
荷
問
屋
と
ゆ
し
、

酒
・
醤
油
・
油
、
諸
急
集
め
積
み
出
し
山
中
さ
れ
候
、
伝
法
船
も
こ
の
間
匿
に
て
荷
物
仕
建
て
江
戸
上
下
仕
り
候
、
そ
れ
以

後
伝
法
に
お
い
て
伊
丹
衆
お
取
立
て
な
さ
れ
候
問
屋

と
し
て
、
以
下
寛
文
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
、
中
島
鹿
小
左
衛
門
・
小
山
屋
源
左
衛
門
な
ど
多
数
の
酒
積
問
震
が
低
法
と
安
治

川
を
中
心
に
叢
生
す
る
に
い
た
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
伊
丹
を
中
心
と
す
る
上
方
江
戸
醸
酒
造
業
の
胎
動
期

で
、
特
に
伊
丹
酒
造
仲
間
の
後
援
の
も
と
に
、
酒
持
専
門
の
伝
法
船
と
積
問
屋
が
成
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
安
治
川
・
伝
法
に
廻
船
関
屋
が
成
立
し
て
く
る
と
、
こ
れ
に
対
応
し
て
江
戸
に
お
い
て
も
こ
の
績
の
船
稲
荷
物
を

引
き
揚
げ
、
荷
受
け
す
る
砲
船
問
屋
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
銭
農
久
左
衛
門
・
井
上
軍
左
衛
門
・
利
食
屋
彦
三
郎
・

伝
法
屋
久
左
衛
門
・
一
二
関
久
兵
衛
・
井
上
重
次
郎
の
ふ
ハ
軒
の
問
屋
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
六
軒
の
間
麗
の
う
ち
、
銭
屋
・
井
上
・

利
倉
屋
の
前
記
一
一
一
軒
は
後
の
江
戸
菱
壇
廻
船
問
屋
で
あ
り
、
残
り
伝
法
震
・

井
上
の
一
一
一
軒
が
の
ち
に
江
戸
樽
廻
船
開
毘

と
な
る
。

し
か
し
当
時
は
ま
だ
菱
短
廻
船
・
樽
廻
船
の
底
別
も
な
く
、
上
方
に
お
け
る
江
戸
積
趨
船
関
震
の
成
立
に
対
応
し
て
、

江
戸
で
の
荷
受
問
屋
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

交通と宿場

な
お
こ
の
覚
文
元
年
に
伝
法
積
問
屋
に
よ
っ
て
仕
建
て
ら
れ
た
伝
法
船
は
、
後
の
符
廻
船
の
系
譜
に
つ
な
が
る

小
早
と
樽

廻
船

も
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
「
小
限
ご
と
呼
ば
れ
、
ニ

O
O石
積
か
ら
一
一
一

O
O石
績
の
廻
船
が
多
く
、

せ
い
J

ぜ
い

第五節

四
O
O荷
積
ぐ
ら
い
を
大
船
と
唱
え
て
、
各
廻
船
問
屋
で
数
鰻
ず
つ
所
有
し
仕
建
て
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
「
小
平
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
持
廻
船
が
菱
境
廻
船
を
凌
加
均
し
て
ゆ
く
事
実
に
照
ら
し
て
、
樽
廻
船
の
迅
速
性
を
、
こ

ー近i笠~紛盟227 



点
で
は
閉
じ
で
あ
る
。

写真 58 灘浜遠景
c•摂津名)ifr惚i会」）

の
「
小
平
L

が
小
型
で
速
力
も
早
い
と
い
う
意
味
に
理
解
し
、
そ
れ
が
一

般
的
な
見
解
と
し
て
流
布
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
樽
廻
船
に
つ
な
が

る
「
小
平
」
が
早
い
と
い
う
の
は
、

に
船
の
ス
ピ
ー
ド
が

い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
得
廻
船
は
菱
鹿
廼
船
に
比
べ
て
、
積
荷
か
ら
麟
装
し
て
船

が
出
帆
す
る
ま
で
の
日
数
が
飽
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。

小
平
も
樽
廻
船
も
、

は
た
ま
た
菱
塩
廻
船
も
船
体
構
造
上
は
間
じ
弁
才
型

の
廻
船
で
、

い
わ
ば
一
枚
横
帆
を
主
と
す
る
帆
走
専
用
船
で
あ
る
と
い
う

た
だ
菱
垣
廻
船
と
樽
廻
船
を
比
較
し
た
場
合
、
前
者
の
積
荷
は
油
・
綿
・
瞥
油
・
塗
物
・
畳
表
な
ど
種
々
雑
多
な
日
常
生
活

物
資
で
、
し
か
も
か
さ
高
の
荷
物
が
多
か
っ
た
た
め
、
船
中
央
部
の
胴
の
間
に
高
く
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

け
荷
役
に
多
く
の
労
力
と
時
間
を
要
し
た
。

た
が
っ
て
当
然
積
荷
の
順
序
や
場
所
な
ど
も
、
そ
の
商
品
に
よ
っ
て
上
荷
、
中
荷
、
下
荷
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
だ

こ
れ
に
対
し
、
酒
樽
を
主
と
し
た
樽
廼
船
の
方
は
、
単
一
規
格
の
四
斗
樽
を
積
荷
と
し
、
し
か
も
積
荷
場
所
の
制
限
も
な
く
、

主
と
し
て
下
積
荷
物
と
し
て
積
み
込
む
た
め
、
船
着
か
ら
出
帆
ま
で
の
荷
役
臼
数
が
緩
め
て
短
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
水
物
と

い
わ
れ
迅
速
性
と
安
全
性
が
要
請
さ
れ
る
酒
荷
の
場
合
、
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
前
述
の
大
坂
で
の
江
戸
積
商
品
の
混
裁
の

な
か
で
、
平
く
も
寛
文
期
に
伝
法
で
酒
得
専
用
の
伝
法
船
と
そ
れ
を
仕
建
て
る
積
問
屋
が
成
立
し
て
く
る
事
情
の
一
端
も
、
こ

の
よ
う
な
酒
積
荷
物
の
特
殊
性
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
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大
坂
菱
商
一
船
は
か
さ
高
の
荷
物
を
積
み
侯
故
、
日
和
見
定
め
ず
侯
で
は
出
船
仕
ら
ず
、
御
当
地
（

E
F）
着
岸
遅
く
な
り
が

ち
に
御
康
候
処
、
灘
間
酒
樽
船
は
か
さ
こ
れ
な
く
、
御
当
地
至
っ
て
早
く
御
陵
候
（
吋
西
灘
村
史
』
）

と
あ
り
、
ま
た
「
菱
垣
廻
航
問
中
合
規
定
連
印
帳
」
の
な
か
で
も
、

菱
沼
一
船
は
荷
嵩
に
相
成
り
候
故
、
荷
打
破
船
等
も
多
く
、
持
廻
船
は
荷
物
嵩
高
に
な
ら
ず
、
進
退
宜
し
く
、
格
別
入
津
も

早
く
、
弁
理
宜
し
き
出
回
世
上
に
て
市
中
し
唱
え
侠

と
述
べ
、
か
さ
高
に
荷
物
を
積
み
あ
げ
る
た
め
に
、
天
候
待
ち
ゃ
荷
打
ち
・
破
船
も
多
く
な
り
が
ち
な
菱
摂
廻
船
の
不
利
と
、

そ
う
で
な
い
樽
廼
船
の
利
点
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

兵
庫
潔
の
江
戸

穣
問
屋
の
成
立

大
坂
安
治
川
・
伝
法
に
つ
い
で
、
兵
庫
津
に
お
い
て
初
め
て
江
戸
へ
の
酒
積
出
し
を
行
っ
た
の
は
北
風
彦

太
郎
で
、
後
に
禅
門
限
遊
と
号
し
た
。

「
船
法
御
定
芥
諸
方
問
書
」
に
よ
れ
ば
、
鴻
池
家
の
祖
の
新
右
衛

門
が
ま
だ
徒
歩
で
馬
背
に
酒
樽
を
付
け
て

へ
駄
送
し
て
い
た
時
分
に
、
す
で
に
彦
太
郎
は
一
一
一
般
の
船
を
所
有
し
て
い
た
の

で
、
手
澗
を
手
船
で
江
戸
へ
積
み
下
す
こ
と
は
容
易
な
こ
と
と
思
う
が
な
ぜ
そ
う
し
な
い
の
か
と
話
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

彦
太
郎
は
新
右
衛
門
か
ら
、

へ
積
み
送
っ
た
下
り
酒
が
、
一
万
付
六
両
ぐ
ら
い
で
、
江
戸
で
の
売
仕
切
値
段
は
五
五
両
か
ら

交通と宿場

六
O
両
に
は
な
る
こ
と
を
聞
き
、
な
お
手
船
で
の
江
戸
航
海
は
無
理
と
み
て
、
堺
の
船
で
江
戸
へ
積
み
下
す
こ
と
に
し
た
と
い

う

こ
う
し
て
堺
仕
建
の
廻
船
が
、
兵
庫
’
持
上
町
の
堺
農
孫
左
衛
門
方
に
立
ち
寄
り
、
兵
庫
津
か
ら
溜
符
を
積
み
込
み
、
江
戸
に

第五節

廻
送
し
た
の
が
そ
も
そ
も
の
江
戸
積
み
の
始
ま
り
で
、
最
初
は

0
0櫓
か
ら
六

O
樽
く
ら
い
の
数
量
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
代

は
お
よ
そ
寛
永
末
年
か
、
間
以
勝
年
間
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
話
の
内
容
に
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、
ま
ず
も
っ
て
堺
の
船
問
屋
仕

近 l!JE霊史編m229 



イ土建廻船と兵隊津若｛問屋表 46

彦太郎

孫2とf即日
弥右衛f'日
五郎兵衛

仁右衛内

弥右衛門

長左衛門

鹿島E量一夜衛門
（淡屋震友衛門松）

海部箆締苦fl布衛門

（チ＼－屋三布衛門事＇t)

大坂海部屋船

:l7t屋船

挫
の
廻
船
が
兵
庫
へ
も
立
ち
寄
っ
て
、
酒
を
較
み
下
し
た
こ
と
が
縦

認
で
き
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
伝
法
に
も
澗
持
続
問
屋
が
で
き
、
兵
庫
市
浜
の
張
屋
弥
右

資料： r海事史料設：！？」 I

衛
門
方
に
伝
法
船
が
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
そ
の
船
に
依
頼
し
て
江

戸
積
酒
を
積
み
下
す
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
伝
法
船
の
主
な
荷
主

兵隊浮絞問箆

風

屋

度

風

展

度

約千箆

は
伊
丹
の
酒
造
家
で
あ
り
、
伊
丹
酒
造
仲
間
は
兵
庫
の
北
風
に
対
し

て
、
兵
庫
で
顧
み
下
す
伝
法
船
の
船
足
や
諸
道
具
の
点
検
を
依
頼
し

て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
丹
酒
造
仲
間
が
倍
法
廻
船
間
監
に
対
し

北

堺

畿

北

島

夜

て
船
あ
ら
た
め
を
要
請
で
き
る
ほ
ど
、
ま
だ
廻
船
支
配
の
体
制
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
こ
で
北

船

来1

大坂寓問屋船

大波大津屋船

大坂桑名屋船

小郷屋船

大坂泡屋船

風
が
伝
法
船
の
船
あ
ら
た
め
を
兵
庫
で
行
う
こ
と
と
し
、
船
足
七
寸
、
水
主
一
人
に
一
一
一
八
駄
ず
つ
の
積
荷
規
制
を
し
、
船
は
新

イ士主主廻船

法

さ界

伝

造
八
年
ま
で
か
、

さ
も
な
く
ば
釘
貫
（
新
造
後
八
年
を
経
過
し
て
行
う
大
作
事
の
こ
と
）

り

一
年
ま
で
と
す
る
取
決
め
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
万
治
年
間
の
こ
と
で
、
北
風
は
伊
丹
酒
造
家
と
結
託
し
て
、
酒
持
積
船
の
兵
庫
へ
の
寄
港
と
、
兵
庫
の
廻

船
問
屋
の
成
立
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
時
は
伝
法
廻
船
間
監
と
伊
丹
酒
造
仲
間
と
の
対
立
が
み
ら
れ
た
令

寛
文
年
間
に
は
伝
法
船
が
お
覚
ま
し
い
活
曜
を
み
せ
、
澗
樽
積
出
し
の
た
め
に
兵
庫
に
頻
繁
に
寄
港
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
ら
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
兵
庫
で
は
北
風
五
郎
兵
衛
が
初
め
て
託
一
戸
酒
積
廻
船
問
屋
を
開
業
し
、

つ
づ
い
て
同
じ
よ
う
に
積
問
屋
な
営
む
者
が

に
示
し
た
よ
う
に
、
大
坂
菱
垣
廻
船
問
屋
の

し
か
し
も
と
も
と
兵
庫
の
廻
船
問
屋
は
廻
船
仕
建
の
積
所
と
し
て
の
特
権
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
表
M
刊

問
屋
・
大
津
農
・
小
堀
屋
・
甑
屋
な
ど
の
仕
建
廻
船
を
利
用
し
て
、
酒
滞
の
輸
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送
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
寛
文
八
年
以
昨
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
大
津
毘
仕
建
の
廻
船
に
は
兵
庫
の
査

ー

海
部
屋
が
積
荷

ill: 

屋
弥
右
衛
門
が
澗
荷
積
入
れ
の
世
話
を
し
、
以
下
こ
う
し
た
兵
庫
津
の
肢
問
屋
は
島
患
、
絹
子
鹿
、

業
務
を
引
き
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大
坂
菱
思
想
船
出
産
仕
建
廻
船
と
、
兵
庫
の
廻
船
問
屋
と
の
結
び
つ
き
が
で
き
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
兵
庫
津
廻
船

自室長ミ総llI

交通と宿場

〔

明
ち三

第五節

平均 2pkm

間
援
は
大
坂
菱
釘
一
廻
船
問
屋
の
差
配
下
に
系
列
化
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
兵
庫
津
に
廻
船
仕
建
の
結
所
と
し

て
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

大阪湾要閣

ま
た
大
坂
を
出
帆
す
る
菱
塩
廻
船
が
江
戸
へ
下
る
に

は
、
そ
の
ま
ま
紀
州
路
へ
南
下
す
る
コ
l
ス
と
、
ひ
と

ま
ず
兵
庫
に
立
ち
寄
っ
て
積
荷
す
る
場
合
の
よ
う
に
、

淡
路
寄
り
－
V
品
川
下
し
紀
伊
水
道
に
出
る
コ

I
ス
と
が
あ

｜頚 17

っ
た
。
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
直
接
南
下
す
る
よ
り
、

兵
庫
に
寄
っ
て
淡
路
寄
り
の
コ
l
ス
を
と
り
、
そ
こ
か

ら
紀
伊
水
道
を
南
下
す
る
方
が
安
全
な
場
合
も
あ
っ
た
。

菱
沼
廻
船
が
兵
庫
に
寄
港
す
る
契
機
の
一
つ
は
そ
の
点

に
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
航
瓶
上
の
案
内

で
あ
る
『
増
補
日
本
汐
路
之
記
』
に
も

23r 



兵
庫
は
上
下
と
も
よ
き
大
湊
な
り
。
こ
れ
よ
り
紀
州
海
へ
は
中
西
あ
な
ぜ
（
臨
北
の
風
）
に
て
走
る
。
兵
庫
よ
り
淡
路
岩
家

瀬
戸
ま
で
五
監
の
問
は
、
間
海
筋
瀬
戸
内
の
口
な
り
、
淡
路
の
地
方
を
乗
り
、
由
良
の
湊
は
南
の
山
押
な
り
。
（
中
略
）

通
ひ
の
酒
船
、
加
聞
の
瀬
戸
か
剖
の
渡
の
瀬
戸
か
は
、
是
非
通
る
難
所
な
り
。
国
槻
の
方
は
淡
路
由
良
の
淡
に
近
し
。
取

揮
の
方
は
紀
州
加
聞
に
近
し
。
大
坂
出
帆
し
て
泉
州
路
を
下
る
船
も
、
兵
庫
よ
り
淡
路
の
地
方
を
下
る
船
も
、
加
回
の
沖

に
て
は
航
路
一
所
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
坂
出
帆
の
菱
塩
廻
船
の
多
く
は
兵
庫
津
｜
淡
路
由
良
の
コ
ー
ス
を
と
っ
て
紀
伊
水
道
を
南
下

し
て
い
っ
た
。

日
本
海
へ
進
出
す
る
脇
浜
・

裕
一
戸
・
ニ
ツ
茶
屋
浦
の
船
持

中
世
以
来
の
港
町
・
兵
庫
津
を
支
え
る
船
持
層
は
、
そ
の
東
に
つ
な
が
る
二
ツ
茶
屋
・
神
戸
・

脇
浜
の
各
浦
に
存
在
し
て
い
た
。

い
ず
れ
も
当
時
と
し
て
は
比
較
的
大
型
の
廻
船
を
所
持
し
て
、

海
運
に
活
躍
し
て
い
た
。
前
述
の
寛
文
十
二
年
河
村
瑞
賢
に
よ
る
西
廻
り
航
路
の
開
発
の
と
き
、
御
城
米
積
船
と
し
て
幕
府
に

徴
用
さ
れ
た
廻
送
船
の
な
か
に
、
有
名
な
讃
岐
取
飽
烏
の
塩
飽
廻
船
や
摂
津
伝
法
船
と
な
ら
ん
で
、
河
辺
（
控
戸
）
・
脇
浜
の
廻

船
が
あ
っ
た
。
当
時
す
で
に
七

O
O石
か
ら
千
石
積
の
大
型
船
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
時
代
は
下
る
が
、
出
羽
酒
聞
の
町
政
を
担
当
し
た
町
役
人
が
、
月
当
番
で
書
き
と
め
た
公
用
記
録
「
御
用
帳
」
の
な

か
に
も
、
ニ
ツ
茶
屋
浦
の
船
持
た
ち
の
名
、
が
あ
が
っ
て
い
る
。
正
徳
六
（
山
手
保
一
冗
）
年
（
一
七
二
ハ
）
か
ら
卒
保
去
年
ま
で
の
第
一
巻

で
は
、
上
方
か
ら
酒
田
へ
来
た
廻
船
と
し
て
播
際
的
形
浦
・
魚
崎
・
佐
越
・
高
砂
、
摂
津
大
坂
・
倍
法
、
そ
れ
に
和
泉
佐
野
、

讃
岐
塩
飽
牛
島
浦
な
ど
の
廻
船
に
ま
じ
っ
て
、
特
に
二
ツ
茶
屋
が
顕
著
で
あ
る
。
な
か
で
も
享
保
一
一
一
年
の
「
川
之
内
痛
舟
之
党
」

で
は
、
太
兵
衛
船
（
一
六
人
乗
）
、
間
平
船
（
一
六
人
乗
）
、
利
兵
衛
船
（
一
凶
人
乗
）
、
伊
太
夫
船
（
一
五
人
乗
）
、
新
兵
衛
船
（
一
五
人
乗
）
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(l詳位：綬）但馬今子滞入~ttの摂津廻船（五三保4～11年（1719～26）〕表 47

計

14
ラ，“

1
A
H
D
M
3
史

υ
n
u
n
U
宅

A
勾

δ

噌

i
z
υ
z
u
e
i

A 
ロ戸

戸

b

r

O

4
・
1

ネキ浜

ヲ

h

q

，z白

f
h
V
1
A

i協

－
A

4
・
0
O
M
D
1
A
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1
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影

8人乗

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

御宮

2 

西法伝坂

1 

2 

H
D
4
a
r
O
4
・今、
υ
〆

b

l

大乗組人数

2 

106 16 11 41 2 2 32 計1入日

が
、
遭
難
し
て
酒
問
の
港
に
入
り
修
復
し
て
い
る
。

情一

ま
た
同
じ
頃
、
但
馬
柴
山
の
近
く
に
あ
る
今
子
浦
の
入
船
記
録
で

近

は
、
亭
係
四
年
よ
り
十
一
年
ま
で
の
八
カ
年
間
に
、
入
津
し
た
諸
悶

自主史書道班

廻
船
は
四
八
七
般
で
、
そ
の
船
籍
地
は
、
北
は
秋
田
、
南
部
か
ら
、

北
陸
、
山
桧
、
山
陽
、

問
問
、
九
州
の
四
日
本
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し

て
い
て
、
そ
の
広
が
り
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
入
津
船
の
多

い
の
は
、
摂
津
一
一
ツ
茶
屋
浦
閉

般
、
和
泉
佐
野
浦
一
ニ
一
九
般
、
摂
津

大
坂
一
一
一
一
一
般
、
讃
岐
宇
多
津
浦
一
一

O
髄
、
越
前
浜
坂
ニ

O
般
な
ど
で
、

般
と
と
も
に
、

ツ
茶
屋
浦
の
廻
船
が

神
戸
浦

六
般
、
脇
浜

群
を
抜
い
て
多
く
入
港
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

資料：柏木学 F近li上海運史のTvl守，i;,

い
ま
こ
の
渋
津
分
を
表
示
し
た
の
が
表
仰
で
、
大
坂
・
二
ツ
茶
屋

脇
浜
・
神
戸
の
廼
船
は
ほ
と
ん
ど

一
一
一
人
乗
以
上
で
あ
り
、
こ
れ

を
積
芯
数
・
帆
反
数
に
換
算
し
て
船
の
規
模
を
あ
ら
わ
ず
と
、

人
乗
で
八

O
O石
・
二

O
反
前
後
で
あ
り
、
一
一
ツ
茶
屋
浦
の

ー七
人

乗
の
太
兵
衛
船
（
本
保
四
年
五
月
二
十
日
入
浮
）
・
多
右
衛
門
船
（
船
頭
市

郎
兵
衛
・
字
削
四
四
年
六
月
十
六
臼
入
、
津
）
は
、

い
ず
れ
も
一
二

O
O石
な

233 

い
し
一
一
一
一

O
O石
較
で
ニ
五
反
帆
の
大
型
廻
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
確



認
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
大
型
期
船
が
御
減
米
杭
船
、
廻
米
船
と
し
て
一
服
船
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

進
出
航
行
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
海
各
地
へ

向
時
期
享
保
十
九
年
の
尼
崎
藩
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
組
船
は
、
ニ
ツ
茶
屋
浦
が
九
四
般
で
最
も
多
く
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て

・
茶
屋
八
郎
兵
衛
・
木
屋
市
郎
兵
衛
・
俵
崖
孫
三
郎
が
在
日
さ
れ
る
。

御
影
浦
（
三
七
般
）
・
神
戸
浦
（
四
回
線
）
が
多
い
。
な
か
で
も
有
力
な
船
持
層
と
し
て
は
、
二
ツ
茶
屋
・
神
戸
浦
の
井
筒
鹿
又
兵
衛
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